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１
月
８
日
㈪
︑真
鶴
町
民
セ

ン
タ
ー
で
︑令
和
６
年﹁
二
十
歳

の
集
い
~
20
祭
~
﹂が
開
催
さ

れ
︑今
年
度
二
十
歳
を
迎
え
る

46
人
が
参
加
し
ま
し
た
︒

　
式
典
は
︑議
長
︑町
長
か
ら

の
お
祝
い
の
言
葉
に
続
き
︑新

二
十
歳
代
表
の
山
本
稜
大
さ

ん
︑髙
橋
紬
さ
ん
の
お
二
人
が

新
二
十
歳
代
表
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
︒

　
式
典
後
は
︑実
行
委
員
会
が

企
画
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
が

催
さ
れ
︑小・中
学
校
の
フ
ォ
ト

ム
ー
ビ
ー
の
上
映
や
恩
師
の
サ

プ
ラ
イ
ズ
登
場
︑ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
ま
し
た
︒写
真
を

撮
っ
た
り
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
た
り
す
る
な
ど
︑会
場
内
は

二
十
歳
の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま

し
た
︒

問
教
育
課
　
☎
内
線
４
３
６

『いっぱい食べる』

実行委員会副委員長

皆木　勘汰さん

『自由に生きる!』

実行委員会委員長

鈴木　怜那さん

（左から）

小林　伸行町長、二見　和幸氏、

纐纈　仁志教育長

　
真
鶴
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
町
政
の
振
興
、

公
共
の
福
祉
増
進
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た
方
、

ま
た
は
広
く
町
民
の
模
範
と
な
る
行
為
を
し
た

方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
４
日
の
賀
詞
交
換
会
に
て
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

      

　
　
　
　
総
務
防
災
課
　
☎
内
線
３
２
１

功
労
者
表
彰
・
善
行
者
表
彰

元 

真
鶴
町
議
会
議
員
　

　                 

二
見
　
和
幸
　
氏

ふ 

た 

み
　
　
　 

か 

ず 

ゆ 

き

真
鶴
町
功
労
者
表
彰
受
賞
者

　
第
42
回
青
色
申
告
・
小
学
生
の
税
の
書
道
展

に
県
西
２
市
８
町
か
ら
９
１
３
６
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
な
づ
る
小
学
校
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　 

税
務
町
民
課
　
☎
内
線
２
５
２

　
ま
な
づ
る
小
学
校
３
年
生

　
　
　
　
　
　
兵
藤
　
理
乃
　
さ
ん

　
ま
な
づ
る
小
学
校
６
年
生

　
　
　
　
　
　
清
水
　
咲
希
　
さ
ん

真
鶴
町
長
賞

真
鶴
町
長
賞

問

問

　
交
通
事
故
防
止
運
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
な

づ
る
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
、

「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
髙
橋 

叶
汰
さ
ん
（
５

年
生
）
が
町
長
賞
を
、
青
木 

万
莉
さ
ん
（
６
年

生
）
が
小
田
原
交
通
安
全
協
会
真
鶴
支
部
長
賞

を
受
賞
し
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

総
務
防
災
課
　
☎
内
線
３
２
３

問

第
22
回
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
　
表
彰
式

小
学
生
の
税
の
書
道
展

受
賞
者
紹
介

 

(左)髙橋　叶汰さん

(右)小林　伸行町長

 

(右)青木　万莉さん

(左)小田原交通安全

　　協会真鶴支部長

　　川口　勝利さん

『華のある女性になる!♥』

実行委員

荻野　陽世さん

『有言実行』

実行委員

亀川　大和さん

『健康第一♥』

実行委員

嶋田　蘭さん

『笑顔で楽しく!』

実行委員

髙橋　紬さん

『健康第一』

実行委員

松永　碧さん

『感謝を忘れず人の役に立つ』

実行委員

山本　稜大さん

（左から）

清水　咲希さん、兵藤　理乃さん、

纐纈　仁志教育長

新二十歳の皆さんの目標を
聞いてみました！

振袖やスーツなど、晴れの日らしく華やかな装いの皆さん。
素敵な笑顔を見せてくれました。

新・二十歳の皆さんおめでとうございます！

二十歳の集い
　～20祭～

令和６年
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保護者 職員

新たな学校は「小中一貫教育校」として！

一貫教育校には幼稚園・保育所を含めないことに

問い合わせ　教育課教育総務係　☎ 内線434

第３回学校建設準備委員会 概要報告

充実した協議内容、その一端を

子どもたちにも語っていただきました

建設場所については、引き続き検討することに

～「一貫教育校実現に向けての保護者アンケートPart１」 の集計結果報告～

一貫教育校への理解をみんなで一歩ずつ！

～「一貫教育校実現に向けての保護者アンケートPart１」 の集計結果報告～

一貫教育校への理解をみんなで一歩ずつ！

問い合わせ　教育課教育総務係　☎内線４３４

問１　開校計画 問２　一貫教育校の教育

問３　一貫教育校に期待すること(全体の上位４項目)

問４　一貫教育校に不安に思うこと(全体の上位４項目)

人間関係の固定化

卒業式など節目がなくなること

生活リズムや行事等の違い

リーダー性を培う機会の減少
委員会の議事録と
資料（一部)は
コチラから
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上：保護者 下：職員

　昨年１２月１２日、町民センター第２会議室において、「第３回真鶴町学校建設準備委員会」が開かれました。「あなたが今蒔く種は、や

がてあなたの未来となって現れる。」という、夏目漱石の言葉をヒントに作られたくじ引きで座席が決められ、前回とは違った景色を眺め

ながらの話し合いになりました。保護者アンケートの結果報告を含め、各協議事項について、今回も熱い議論が繰り広げられました。

　建設を予定している一貫教育校（施設一体型校舎）は、小学校（まなづる小学校）と
中学校（真鶴中学校）とで構成し、幼稚園（ひなづる幼稚園）及び保育所（貴船愛児園、
石田保育園）は含めないことで決定しました。主な理由は次のとおりです。
（１）５歳までの乳幼児期と児童・生徒期では、子どもの生活環境に大きな違いがあり、
乳幼児と小中学生とが一緒に生活するための空間の確保は、敷地が限られている真
鶴町では現実的に難しい。
（２）保育所はすべて民営で、それぞれの方針のもと運
営を行ってきており、教育を柱とする町立の施設に併
設することは時期尚早である。
（３）義務教育学校になった場合、教職員の組織自体が
大きくなり、円滑な運営ができない可能性が高い。

　今回も、委員の皆さんから素晴らしいご
意見をたくさんいただきました。そのいくつ
かを紹介します。
●基本構想に人権的な視点を取り入れて欲しい。
●性同一性障害の子どもが使えるようなトイレも必要である。
●小中一貫教育校と並行して、幼保の将来について検討を始めて欲しい。
●幼保の段階から移り住んで欲しいことをアピールするべきだと思う。
●コミュニティ・スクールには地域課題を解決する役割も求められている。
●集まってきた意見を専門的に咀嚼するフィルターが必要ではないか。
●真鶴に移住してきたアーティスト系の方々に出前授業をして欲しい。
●「半島まるごと学校」のようなキャッチコピーで半島の魅力を伝えたい。

　新しい学校をどんな学校にしたいのか、どんな設備があったら嬉しいのか、まなづる
小学校と真鶴中学校の子どもたちに聞いてみました。自由奔放でありながらも、実に
現実的でもある子どもたちの思い。大切にしていきたいと思います。

　一貫教育校の建設候補地として、まなづる小学校
の跡地か真鶴中学校の跡地かに絞られ議論が進め
られています。委員の方からの積極的な資料提供な
どもあり、比較する要素は多岐に渡ることが確認され
ました。歴史的な景観が残る小学校周辺と、町の新し
い息吹が感じられる中学校周辺。次回の委員会では
安全面や環境面、施設・設備面など様々な角度から
議論を深めると同時に、まちづくりにもつながる、残さ
れた側の廃校利用についても意見交換を行うことに
なります。

　昨年立ち上げた「真鶴町学校建設準備委員会」や「教育を

語り合う会」など、議論の場をより充実させるため実施した

「一貫教育校実現に向けての保護者アンケートPart１」の集

計結果を報告します。

　保護者の回収率が62.8％（152家庭/242家庭）ということで、

結果すべてを「保護者の意向」と言い切ることはできません

が、現時点での大まかな傾向として貴重なご意見をいただく

ことができました。ご協力、ありがとうございました。

一貫教育校実現に向けての保護者アンケートPart１

◎目的：一貫教育校について、現時点での意見を聞き、

　 今後の議論の場をより充実させるため

◎対象：幼保小中の保護者（家庭数）と職員

◎実施期間：令和５年１１月６日（月）～１７日（金）

◎方法：幼保小中を通じてアンケート用紙を配付・回収、         

　 教育委員会で集計

◎回収率：保護者６２．８％、職員９６．９％

　80％の保護者が、一貫教育校

の教育内容を「ほとんど知らない」

「知らない」と答えており、開校計

画（予定：令和12年４月）を含め、

ＰＴＡ総会など様々な機会を捉え

て、今後確実に情報提供を行って

いく必要があります。

　一貫教育校になることで「丁寧な

学習指導・児童生徒指導」がより

効果的に行われることを、保護者

も職員も期待の一番に挙げていま

す。「クラブ活動・部活動の活性

化」への期待は、職員が12.9％で

あったのに対し、保護者が42.8％

と、最も大きな差が見られました。

[保護者]　・卒業式がなくなってしまうのは、子どもにとって
も親にとっても成長の過程で大事なことなので、違った形で
も何か出来ればと思います。　・町民により開かれた校舎づ
くりを目指す場合、子どもたちの安全面をどう確保するか気
になります。　・変化の少ない環境に慣れすぎてしまうことへ
の不安があります。色々な変化に触れる事も、この時期必要
な体験と思います。　・建設中の期間、どのような環境になる
のかが不安です。プール、給食など施設環境・体制を含め、
不備やがまんがないように要望します。

＝ 集計結果の詳細は二次元コードから ＝

幼保小中別の集計表のほか、問３・問４のすべての

項目のデータ・グラフ及び自由記述のまとめを

ご覧いただくことができます。

　一貫教育校に限らず、集団が小

さくなれば生まれやすいことですが、

「人間関係の固定化」への不安が、

保護者・職員共に最も多いことが

分かります。一貫教育校として、学

年の節目やリーダー性を培う機会

をどう設けるのか、日課や行事な

どをどう調整するのかが、今後の

大きな課題となります。

 [保護者]　・地域の人材や学校以外の施設を活用した、特色
ある授業の活性化。　・先生の人数が増えることで、子どもた
ちの関わり方にも幅がでる。　・コミュニティスクールで多く
の価値観に触れられるようになることを期待します。　・魅力
ある教育を実施することで、子育て世代の移住が促進され、
結果としてお友達が増えるといいなと思います。

　委員の方からは「遊びが学びにつながっていくという人としての自然な育ちを

大切にしたい」という貴重なご意見もいただきました。真鶴町の一貫教育とは、

幼稚園教育と小中学校の教育を含めた考え方（１２年間）であり、今後も幼（保）

小中一貫教育をより一層充実させていくことに変更はありません。

   また、幼稚園及び保育所の将来のあり方については、子どもの人口推移を見

守りながら、早急に検討を始める必要があると考えています。

[職員]　・固定化された人間関係になりがちで、学年ブロック
の分け方や行事の組み方などを工夫して、デメリット面の解
消を図る必要がある。　・時間割をつくる難しさ。日課表の小
中すりあわせ。　・体の大きさの違いもあり、何かの拍子にケ
ガにつながってしまうのではないかと、不安を感じます。

[職員]　・職員が共通の目的・目標をもって教育にあたること
ができる。　・意図的に様々な組み合わせの学年グループを
作ることができる。　・一貫教育で地域の教育力が向上するこ
とに期待する。

次回のお知らせ       

＊傍聴もできますので、ぜひお越しください。

日時　：令和６年３月２２日（金） 1３:４０～

会場　：町民センター２階　第２会議室（予定）

テーマ：「一貫教育校の基本理念②」

　　　　　「一貫教育校の建設場所」

　　　　　「保護者アンケートの分析結果」  

　　　　　他に令和６年度の予定等

まなづる小学校６年生（昨年１２月２０日）

・生き物がいて自然がいっぱいある学校。
・給食にみんなで育てたものが出る。
・騒音が少なく、授業に集中しやすい環境。
・ベンチがあって公園みたいな感じに。
・ロッカーをもっと大きくして欲しい。

真鶴中学校生徒会役員（昨年１２月１８日）

・グラウンドを広くして。サッカーで公式試合ができない。
・トイレの洋式を増やして欲しい。便座も暖かいと良い。
・共同で使える畑を使って、小中一緒に農作業をしたい。
・屋上でゆったりできるスペースが欲しい。
・テスト中は静かに。

●自由記述(一部抜粋)　

●自由記述(一部抜粋)　
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第３回学校建設準備委員会 概要報告

充実した協議内容、その一端を

子どもたちにも語っていただきました

建設場所については、引き続き検討することに
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一貫教育校への理解をみんなで一歩ずつ！
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問４　一貫教育校に不安に思うこと(全体の上位４項目)
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　昨年１２月１２日、町民センター第２会議室において、「第３回真鶴町学校建設準備委員会」が開かれました。「あなたが今蒔く種は、や

がてあなたの未来となって現れる。」という、夏目漱石の言葉をヒントに作られたくじ引きで座席が決められ、前回とは違った景色を眺め

ながらの話し合いになりました。保護者アンケートの結果報告を含め、各協議事項について、今回も熱い議論が繰り広げられました。

　建設を予定している一貫教育校（施設一体型校舎）は、小学校（まなづる小学校）と
中学校（真鶴中学校）とで構成し、幼稚園（ひなづる幼稚園）及び保育所（貴船愛児園、
石田保育園）は含めないことで決定しました。主な理由は次のとおりです。
（１）５歳までの乳幼児期と児童・生徒期では、子どもの生活環境に大きな違いがあり、
乳幼児と小中学生とが一緒に生活するための空間の確保は、敷地が限られている真
鶴町では現実的に難しい。
（２）保育所はすべて民営で、それぞれの方針のもと運
営を行ってきており、教育を柱とする町立の施設に併
設することは時期尚早である。
（３）義務教育学校になった場合、教職員の組織自体が
大きくなり、円滑な運営ができない可能性が高い。

　今回も、委員の皆さんから素晴らしいご
意見をたくさんいただきました。そのいくつ
かを紹介します。
●基本構想に人権的な視点を取り入れて欲しい。
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●真鶴に移住してきたアーティスト系の方々に出前授業をして欲しい。
●「半島まるごと学校」のようなキャッチコピーで半島の魅力を伝えたい。

　新しい学校をどんな学校にしたいのか、どんな設備があったら嬉しいのか、まなづる
小学校と真鶴中学校の子どもたちに聞いてみました。自由奔放でありながらも、実に
現実的でもある子どもたちの思い。大切にしていきたいと思います。

　一貫教育校の建設候補地として、まなづる小学校
の跡地か真鶴中学校の跡地かに絞られ議論が進め
られています。委員の方からの積極的な資料提供な
どもあり、比較する要素は多岐に渡ることが確認され
ました。歴史的な景観が残る小学校周辺と、町の新し
い息吹が感じられる中学校周辺。次回の委員会では
安全面や環境面、施設・設備面など様々な角度から
議論を深めると同時に、まちづくりにもつながる、残さ
れた側の廃校利用についても意見交換を行うことに
なります。

　昨年立ち上げた「真鶴町学校建設準備委員会」や「教育を

語り合う会」など、議論の場をより充実させるため実施した

「一貫教育校実現に向けての保護者アンケートPart１」の集

計結果を報告します。

　保護者の回収率が62.8％（152家庭/242家庭）ということで、

結果すべてを「保護者の意向」と言い切ることはできません

が、現時点での大まかな傾向として貴重なご意見をいただく

ことができました。ご協力、ありがとうございました。

一貫教育校実現に向けての保護者アンケートPart１

◎目的：一貫教育校について、現時点での意見を聞き、

　 今後の議論の場をより充実させるため

◎対象：幼保小中の保護者（家庭数）と職員

◎実施期間：令和５年１１月６日（月）～１７日（金）

◎方法：幼保小中を通じてアンケート用紙を配付・回収、         

　 教育委員会で集計

◎回収率：保護者６２．８％、職員９６．９％

　80％の保護者が、一貫教育校

の教育内容を「ほとんど知らない」

「知らない」と答えており、開校計

画（予定：令和12年４月）を含め、

ＰＴＡ総会など様々な機会を捉え

て、今後確実に情報提供を行って

いく必要があります。

　一貫教育校になることで「丁寧な

学習指導・児童生徒指導」がより

効果的に行われることを、保護者

も職員も期待の一番に挙げていま

す。「クラブ活動・部活動の活性

化」への期待は、職員が12.9％で

あったのに対し、保護者が42.8％

と、最も大きな差が見られました。

[保護者]　・卒業式がなくなってしまうのは、子どもにとって
も親にとっても成長の過程で大事なことなので、違った形で
も何か出来ればと思います。　・町民により開かれた校舎づ
くりを目指す場合、子どもたちの安全面をどう確保するか気
になります。　・変化の少ない環境に慣れすぎてしまうことへ
の不安があります。色々な変化に触れる事も、この時期必要
な体験と思います。　・建設中の期間、どのような環境になる
のかが不安です。プール、給食など施設環境・体制を含め、
不備やがまんがないように要望します。

＝ 集計結果の詳細は二次元コードから ＝

幼保小中別の集計表のほか、問３・問４のすべての

項目のデータ・グラフ及び自由記述のまとめを

ご覧いただくことができます。

　一貫教育校に限らず、集団が小

さくなれば生まれやすいことですが、

「人間関係の固定化」への不安が、

保護者・職員共に最も多いことが

分かります。一貫教育校として、学

年の節目やリーダー性を培う機会

をどう設けるのか、日課や行事な

どをどう調整するのかが、今後の

大きな課題となります。

 [保護者]　・地域の人材や学校以外の施設を活用した、特色
ある授業の活性化。　・先生の人数が増えることで、子どもた
ちの関わり方にも幅がでる。　・コミュニティスクールで多く
の価値観に触れられるようになることを期待します。　・魅力
ある教育を実施することで、子育て世代の移住が促進され、
結果としてお友達が増えるといいなと思います。

　委員の方からは「遊びが学びにつながっていくという人としての自然な育ちを

大切にしたい」という貴重なご意見もいただきました。真鶴町の一貫教育とは、

幼稚園教育と小中学校の教育を含めた考え方（１２年間）であり、今後も幼（保）

小中一貫教育をより一層充実させていくことに変更はありません。

   また、幼稚園及び保育所の将来のあり方については、子どもの人口推移を見

守りながら、早急に検討を始める必要があると考えています。

[職員]　・固定化された人間関係になりがちで、学年ブロック
の分け方や行事の組み方などを工夫して、デメリット面の解
消を図る必要がある。　・時間割をつくる難しさ。日課表の小
中すりあわせ。　・体の大きさの違いもあり、何かの拍子にケ
ガにつながってしまうのではないかと、不安を感じます。

[職員]　・職員が共通の目的・目標をもって教育にあたること
ができる。　・意図的に様々な組み合わせの学年グループを
作ることができる。　・一貫教育で地域の教育力が向上するこ
とに期待する。

次回のお知らせ       

＊傍聴もできますので、ぜひお越しください。

日時　：令和６年３月２２日（金） 1３:４０～

会場　：町民センター２階　第２会議室（予定）

テーマ：「一貫教育校の基本理念②」

　　　　　「一貫教育校の建設場所」

　　　　　「保護者アンケートの分析結果」  

　　　　　他に令和６年度の予定等

まなづる小学校６年生（昨年１２月２０日）

・生き物がいて自然がいっぱいある学校。
・給食にみんなで育てたものが出る。
・騒音が少なく、授業に集中しやすい環境。
・ベンチがあって公園みたいな感じに。
・ロッカーをもっと大きくして欲しい。

真鶴中学校生徒会役員（昨年１２月１８日）

・グラウンドを広くして。サッカーで公式試合ができない。
・トイレの洋式を増やして欲しい。便座も暖かいと良い。
・共同で使える畑を使って、小中一緒に農作業をしたい。
・屋上でゆったりできるスペースが欲しい。
・テスト中は静かに。

●自由記述(一部抜粋)　

●自由記述(一部抜粋)　
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問

！

お高

あなたは申告する必要があるでしょうか？　確認してみましょう。

真鶴町に町・県民税の申告は不要です
令和６年1月1日現在居住していた市区町村
にご相談ください。

令和５年1月～12月に収入があった
（障害年金、遺族年金、雇用保険の給
　付金、生活保護給付金などを除く）

令和６年1月1日現在、真鶴町に居住していた

収入は、給与所得のみで
ある（パートを含む）

次のいずれかに該当する
①給与の年収が2,000万円を超えた
②２か所以上からの給与がある
③退職などにより、年末調整が済んでいない
④年末調整の内容に変更がある
⑤医療費控除の適用を受ける
⑥寄付金控除の適用を受ける
（ワンストップ特例制度申請者を除く）
⑦新規に住宅借入金等特別控除の適用を受
　ける

次のいずれかに該当する
①年金収入が年400万円以上である
②公的年金源泉徴収票に記載されている
　内容に変更がある
③医療費控除の適用を受ける
④生命保険控除の適用を受ける
⑤寄付金控除の適用を受ける
⑥新規に住宅借入金等特別控除の適用を
　受ける

収入は、公的年金などのみで
ある(個人年金は含みません) 所得の合計が所得税の控除の

合計より多い各種控除の適用
を受ける

同居親族の控除対
象配偶者、扶養親
族になっている

障害年金、遺族年金、
雇用保険の給付金のみ
を受け取っていた

確定申告が必要です
所得税が源泉徴収されていれば、確定申告することで、所得税の一部が還付される場合があります。

申告は不要です 収入がなかったこと
の申告が必要です

申告は不要です

町・県民税の申告が必要です

※このフローチャートは、一般的な事例であり、すべての人があてはまるものではありません。

はい

はい

はい はい

はい

はい はい

はい はい

いいえ

いいえ いいえ

いいえいいえいいえ

いいえ いいえ

２月16日(金)～３月15日(金)

　　【受付】午前8時30分～午後４時

　　【相談】午前9時～午後5時（土日・祝日を除く）

　　　※2月25日(日)は受付・相談を行います。

　　　※混雑回避のため入場整理券を配布します。

※ 土日の提出は、小田原税務署正面わきの「時間外収受箱」へ投函してください。

※ 税務署へ郵送もできます。申告書はボールペンで記入し、記載もれ、書類の添付もれのないようお願いします。

　 控えが必要な場合は、返信用封筒に宛名を記載し、切手添付のうえ同封してください。

・源泉徴収票や令和５年中の所得がわかるもの

・各種控除の証明書

・マイナンバーに係る本人確認書類

・医療費控除を受ける場合、医療費控除の明細書

・昨年の申告書や収支内訳書などの控え

・還付金がある場合、申告者名義の口座番号がわかるもの

２月13日(火)～３月11日(月)
【受付・相談】午前9時～11時、午後1時～4時

　　　　　　（土日・祝日を除く）

 ※2月17日(土)は午前11時30分まで受付・相談を行います。

 ※３月12日(火)～15日(金)は受付・相談を行いません。

 ※開催期間が例年と異なりますので、ご注意ください。

　

・確定申告　　　　・町県民税申告

※青色申告、住宅借入金等特別控除、譲渡所得　

　などの申告は税務署へ

・確定申告

・青色申告、住宅借入金等特別控除、譲渡所得、  
　事業所得などの収支内訳書に関する申告

税務町民課　☎内線2５１
小田原税務署　　☎35-4511

〒250-8511 小田原市荻窪440
問い合わせ

相談内容

受付日時

持ち物

　令和５年分所得にかかる所得税および復興特別所得税の確定申告と町県民税の申告の受付

が始まります。申告は、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料および介護保険料などの算定

資料や、所得証明書などの発行にあたっての資料にもなります。お早めに申告してください。

　自宅からの確定申告は、スマホ専用画面の対象が拡大することや、スマホカメラで源
泉徴収票を読み取ること、また、マイナンバーカードとの連携など、ますます便利に
なっています。
税務署や役場で開催される所得税・町県民税の確定申告相談は、大変混雑します。感染
予防の観点から、e-Taxによる電子申告や郵送による申告などをご検討ください。

　相談会場では新型コロナウイルス感染症などの拡大防止対策として入場制限などを設

ける場合がございます。マスクの着用、検温などの感染予防対策にご理解とご協力をお

願いいたします。

※ 体調のすぐれない方、発熱のある方については相談をお断りすることがあります。

いいえ

　税務町民課　
   ☎内線２５１電子申告や郵送による申告のお願い

相談会場へお越しの方へ

　 電子申告には、マイナンバーカードまたは

　 税務署が発行したID・パスワードが必要です。

　 詳しくは税務署へお問い合わせください。

むつに係る費用の
医療費控除について

　おむつの医療費控除を受けることが２年目以

降で、要介護認定を受けている方は、町の確認

事項に該当すると「おむつ使用証明書」に代わ

る確認書を発行することができ、医療費の控除

を受けることができます。(１年目の方は医師が

発行した「おむつ使用証明書」が必要です。)

齢者の障害者控除について

　65歳以上で介護認定を受けている高齢者は、身体

障害者手帳を持たなくても町の確認事項に該当する

と障害者控除または特別障害者控除を受けることが

できます。

※確定申告をする際には必ず申告前に健康長寿課で
　確認をお願いします。
※証明書の発行には時間がかかる場合があります。

問　健康長寿課　☎内線２２２問　健康長寿課　☎内線２２２
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６広報真鶴　2024年２月号広報真鶴　2024年２月号 ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆７

小田原税務署 町民センター1階　機能回復訓練室

問

！

お高

あなたは申告する必要があるでしょうか？　確認してみましょう。

真鶴町に町・県民税の申告は不要です
令和６年1月1日現在居住していた市区町村
にご相談ください。

令和５年1月～12月に収入があった
（障害年金、遺族年金、雇用保険の給
　付金、生活保護給付金などを除く）

令和６年1月1日現在、真鶴町に居住していた

収入は、給与所得のみで
ある（パートを含む）

次のいずれかに該当する
①給与の年収が2,000万円を超えた
②２か所以上からの給与がある
③退職などにより、年末調整が済んでいない
④年末調整の内容に変更がある
⑤医療費控除の適用を受ける
⑥寄付金控除の適用を受ける
（ワンストップ特例制度申請者を除く）
⑦新規に住宅借入金等特別控除の適用を受
　ける

次のいずれかに該当する
①年金収入が年400万円以上である
②公的年金源泉徴収票に記載されている
　内容に変更がある
③医療費控除の適用を受ける
④生命保険控除の適用を受ける
⑤寄付金控除の適用を受ける
⑥新規に住宅借入金等特別控除の適用を
　受ける

収入は、公的年金などのみで
ある(個人年金は含みません) 所得の合計が所得税の控除の

合計より多い各種控除の適用
を受ける

同居親族の控除対
象配偶者、扶養親
族になっている

障害年金、遺族年金、
雇用保険の給付金のみ
を受け取っていた

確定申告が必要です
所得税が源泉徴収されていれば、確定申告することで、所得税の一部が還付される場合があります。

申告は不要です 収入がなかったこと
の申告が必要です

申告は不要です

町・県民税の申告が必要です

※このフローチャートは、一般的な事例であり、すべての人があてはまるものではありません。

はい

はい

はい はい

はい

はい はい

はい はい

いいえ

いいえ いいえ

いいえいいえいいえ

いいえ いいえ

２月16日(金)～３月15日(金)

　　【受付】午前8時30分～午後４時

　　【相談】午前9時～午後5時（土日・祝日を除く）

　　　※2月25日(日)は受付・相談を行います。

　　　※混雑回避のため入場整理券を配布します。

※ 土日の提出は、小田原税務署正面わきの「時間外収受箱」へ投函してください。

※ 税務署へ郵送もできます。申告書はボールペンで記入し、記載もれ、書類の添付もれのないようお願いします。

　 控えが必要な場合は、返信用封筒に宛名を記載し、切手添付のうえ同封してください。

・源泉徴収票や令和５年中の所得がわかるもの

・各種控除の証明書

・マイナンバーに係る本人確認書類

・医療費控除を受ける場合、医療費控除の明細書

・昨年の申告書や収支内訳書などの控え

・還付金がある場合、申告者名義の口座番号がわかるもの

２月13日(火)～３月11日(月)
【受付・相談】午前9時～11時、午後1時～4時

　　　　　　（土日・祝日を除く）

 ※2月17日(土)は午前11時30分まで受付・相談を行います。

 ※３月12日(火)～15日(金)は受付・相談を行いません。

 ※開催期間が例年と異なりますので、ご注意ください。

　

・確定申告　　　　・町県民税申告

※青色申告、住宅借入金等特別控除、譲渡所得　

　などの申告は税務署へ

・確定申告

・青色申告、住宅借入金等特別控除、譲渡所得、  
　事業所得などの収支内訳書に関する申告

税務町民課　☎内線2５１
小田原税務署　　☎35-4511

〒250-8511 小田原市荻窪440
問い合わせ

相談内容

受付日時

持ち物

　令和５年分所得にかかる所得税および復興特別所得税の確定申告と町県民税の申告の受付

が始まります。申告は、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料および介護保険料などの算定

資料や、所得証明書などの発行にあたっての資料にもなります。お早めに申告してください。

　自宅からの確定申告は、スマホ専用画面の対象が拡大することや、スマホカメラで源
泉徴収票を読み取ること、また、マイナンバーカードとの連携など、ますます便利に
なっています。
税務署や役場で開催される所得税・町県民税の確定申告相談は、大変混雑します。感染
予防の観点から、e-Taxによる電子申告や郵送による申告などをご検討ください。

　相談会場では新型コロナウイルス感染症などの拡大防止対策として入場制限などを設

ける場合がございます。マスクの着用、検温などの感染予防対策にご理解とご協力をお

願いいたします。

※ 体調のすぐれない方、発熱のある方については相談をお断りすることがあります。

いいえ

　税務町民課　
   ☎内線２５１電子申告や郵送による申告のお願い

相談会場へお越しの方へ

　 電子申告には、マイナンバーカードまたは

　 税務署が発行したID・パスワードが必要です。

　 詳しくは税務署へお問い合わせください。

むつに係る費用の
医療費控除について

　おむつの医療費控除を受けることが２年目以

降で、要介護認定を受けている方は、町の確認

事項に該当すると「おむつ使用証明書」に代わ

る確認書を発行することができ、医療費の控除

を受けることができます。(１年目の方は医師が

発行した「おむつ使用証明書」が必要です。)

齢者の障害者控除について

　65歳以上で介護認定を受けている高齢者は、身体

障害者手帳を持たなくても町の確認事項に該当する

と障害者控除または特別障害者控除を受けることが

できます。

※確定申告をする際には必ず申告前に健康長寿課で
　確認をお願いします。
※証明書の発行には時間がかかる場合があります。

問　健康長寿課　☎内線２２２問　健康長寿課　☎内線２２２
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広報真鶴　2024年２月号 ８

連

　載

９ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号

国の個別避難計画作成モデル事業報告会

令和５年度真鶴町住民税非課税世帯に対する
臨時特別給付金（物価高騰対策給付金）の実施について

　 物価高騰の影響を受けた生活者に対する支援として、特に家計への影響が大きい住民税非
課税世帯に対して、真鶴町住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金として１世帯あたり７万
円を給付します。 

◇対象世帯　　　①令和５年12月１日の住民登録上の世帯に属する全ての世帯員が、令和５年
                        度住民税均等割が非課税であること。
　　　　　　　　　　 ②世帯員全員が、住民税が課税されている者に扶養されていないこと。
 　　　　　　　　　　③すでに他自治体で７万円の給付を受けていないこと。

◇給付額　　　　　１世帯当たり７万円

◇申請方法　　　対象世帯には、令和６年２月初旬頃から順次、確認書を送付します。
　　　　　　　　　　 過去の住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金を振り込んだ口座を記載
        　　　　　　 していますので、口座番号等に変更がないかを確認いただき、確認事項に該
                     当する場合にはチェック欄にレチェックを入れて、同封の返信用封筒にて返送
                     してください。
　
〇 提出期限　　 令和６年３月２９日（金) 必着

●ご注意         給付金を装った振り込め詐欺や個人情報の搾取にご注意ください。
                  　 市町村や国の職員などをかたった不審な電話や郵便があった場合は、真鶴町
                     福祉課や小田原警察署（☎32・0110）、警察相談専用ダイヤル（＃9110）に
                     ご連絡ください。

●申し込み・問い合わせ    福祉課　☎内線234

　令和３年５月に災害対策法が改正され、市町村に対し避難行動要支援者ごとに個別避難計

画の作成が努力義務化されました。

　真鶴町では、国の個別避難計画作成モデル事業を活用し神奈川県と共同で個別避難計画

を作成いたしました。災害時の危険性や災害時の対応について個別避難計画を活用して皆様

にご報告いたします。

日時　　    　令和６年２月18日（日）　　　午前10時～12時

場所　　    　真鶴町民センター　講義室

内容　　　　　個別避難計画の重要性

              　個別避難計画とは何？…準備～計画作成までの手順～今後の展開

対象者　　 　真鶴町民

申込方法　　電話にて受付　（真鶴町福祉課☎内線２３５）

その他　　　　駐車場には限りがありますので公共交通機関を利用してご参加ください。

　育児パパや高校生年代もつながりがほしい。育児だけでなく、教育や就労への支援など子育
てに関するテーマは多様で世代も様々です。子育てや教育について抱えている悩みや意見を話
し合い、真鶴町の子育て環境について広く町民の皆さんのご意見を反映させるため、３つの
テーマに分けて意見交換会を開催します！

　令和５年4月に「こども基本法」が施行され、国は「心と身体の発達過程にある人」を「こ
ども」と定義し、年齢で必要なサポートが途切れることのないよう若者支援や貧困対策などを
含め、さらなる支援を図っていくことになりました。
　真鶴町においても、お子さんと保護者が自由に遊ぶことのできる「まなっこひろば」の開設、
産後ケアとして助産師などが産後のお母さんに寄り添う「まなママケアサービス」の実施など
様々な子育て支援を展開しています。また、住民協働の「身近な公園づくり」など町民の皆さ
んと一緒に子育てをめぐる環境をより良くするための活動も始まっています。
　国が幅広い分野で子育て支援を推進していく中で、真鶴町の子育て環境を改めて皆で考え行
動する機会として、下記のテーマで開催します。意見交換会は、子育てに関心のある方々が集
まり、新しいつながりが生まれる場所にもなりますので、どうぞご参加ください。

こども基本法の当事者でもある高校生年代に
とっての港町の暮らしや「こどもが育つ環境」、
そして町の未来について皆で語り合います。
中学校卒業後は町内外に通学したり、働いて
いる真鶴町の高校生年代の皆さんと地元がつ
ながる機会にもなります！

真鶴町の子育て環境についての意見交換会

13:00 -14:30　意見交換会 ①　

育児パパと語ろう・つながろう

15:00 -16:30　意見交換会 ②　

真鶴町の高校生年代集合！

町の暮らしと未来を語ろう！

10:00 -11:30　意見交換会 ③　

真鶴町の子育て環境について

語ろう（子育て全般について）

会場：全日程、町民センター３階  講堂で開催します。

予約：全ての回で予約が必要となります。

　　　お電話にて下記お問い合わせ先までお申し込みください。

　　　各回の開催日前日まで予約を受け付けています。

備考：参加費無料

■問い合わせ　福祉課　☎内線233

育児パパも若者も！

真鶴町の子育てについて興味関心を
お持ちの方はぜひお気軽にご参加ください！

パパ友と出会えるかも？！パパはもちろん、パパ
の育児に思いをもつママの参加も大歓迎です。
「父親の育児」について、悩みや課題、可能性を
語り合いましょう。

2

2
町の子育て支援サービス等をご紹介した上で、
真鶴町の子育て環境について課題や可能性を
皆で探り語り合う意見交換会を開催します。

17

25

(土)

(日)
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国の個別避難計画作成モデル事業報告会

令和５年度真鶴町住民税非課税世帯に対する
臨時特別給付金（物価高騰対策給付金）の実施について

　 物価高騰の影響を受けた生活者に対する支援として、特に家計への影響が大きい住民税非
課税世帯に対して、真鶴町住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金として１世帯あたり７万
円を給付します。 

◇対象世帯　　　①令和５年12月１日の住民登録上の世帯に属する全ての世帯員が、令和５年
                        度住民税均等割が非課税であること。
　　　　　　　　　　 ②世帯員全員が、住民税が課税されている者に扶養されていないこと。
 　　　　　　　　　　③すでに他自治体で７万円の給付を受けていないこと。

◇給付額　　　　　１世帯当たり７万円

◇申請方法　　　対象世帯には、令和６年２月初旬頃から順次、確認書を送付します。
　　　　　　　　　　 過去の住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金を振り込んだ口座を記載
        　　　　　　 していますので、口座番号等に変更がないかを確認いただき、確認事項に該
                     当する場合にはチェック欄にレチェックを入れて、同封の返信用封筒にて返送
                     してください。
　
〇 提出期限　　 令和６年３月２９日（金) 必着

●ご注意         給付金を装った振り込め詐欺や個人情報の搾取にご注意ください。
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2

2
町の子育て支援サービス等をご紹介した上で、
真鶴町の子育て環境について課題や可能性を
皆で探り語り合う意見交換会を開催します。
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連

　載

　外国人(がいこくじん) に向(む)けた わかりやすい 日本語(にほんご) のページです。

　やさしい 日本語(にほんご)で いろいろな 情報(じょうほう) を おつたえします。

第４回

◇真鶴(まなづる)では 7月(がつ)から 10月(がつ)まで 台風(たいふう)が 来(き)ます。
　▶強(つよ)い 風(かぜ)が 吹(ふ)きます。
　▶たくさんの 雨(あめ)が 降(ふ)ります。　
　▶海(うみ)の 近(ちか)くには 高(たか)い 波(なみ)が 来(き)ます。
◇台風(たいふう)の 他(ほか)にも たくさんの 雨(あめ)が 降(ふ)ったり 強(つよ)い 風(かぜ)が 吹(ふ)く
    こと が あります。

たくさんの 雨(あめ)が 降(ふ)るときに 注意(ちゅうい)する こと

３月17日(日曜日)に外国人向けの

お料理教室を開催予定です。

詳細は次号でお知らせします。

【翻訳】まなづる国際交流協会

やさしい
日本語 「たくさんの 雨、強い 風、高い 波に注意しよう」

あ め か ぜつ よ

自分(じぶん)を 守(まも)る ことが 
一番(いちばん) 大切(たいせつ)
「避難(ひなん)指示(しじ)（警戒(けいかい)レベル４）」が 
出(で)たら 危険(きけん)な 場所(ばしょ)から 逃(に)げます。

た か な み ち ゅ う い

▶家(いえ)の まわりの 水(みず)が 流(なが)れる ところが あふれます。
　 雨(あめ)が 降(ふ)る 前(まえ)に 水(みず)の 流(なが)れる ところを 掃除(そうじ)します。

▶地下(ちか)に 雨(あめ)の 水(みず)が たくさん 入(はい)って くる ことが あります。
   雨(あめ)が 降(ふ)る 前(まえ)に 水(みず)が 入(はい)らない ように 砂(すな)の 袋(ふくろ)を 積(つ)みます。
　 地下(ちか)には 入(はい)らないで ください。

▶山(やま)で 雨(あめ)が とても たくさん 降(ふ)って、川(かわ)の 水(みず)が 急(きゅう)に 増(ふ)えます。
　 川(かわ)に 近(ちか)づかないで ください。

▶雨(あめ)が とても たくさん 降(ふ)ると 道(みち)が 通(とお)れなく なります。　
　低(ひく)い道(みち)は たくさん 水(みず)が 来(き)ます。
　 自動車(じどうしゃ)に 乗(の)らないで ください。

▶雨(あめ)が とても たくさん 降(ふ)ると 電車(でんしゃ)や バスが 止(と)まる ことが あります。
　 早(はや)めに 家(いえ)に 帰(かえ)るように します。

強(つよ)い 風(かぜ)が 吹(ふ)く ときに 注意(ちゅうい)する こと
▶強(つよ)い 風(かぜ)で 大(おお)きい ものが 飛(と)びます。木(き)が 倒(たお)れます。
   家(いえ)の 外(そと)に 出(で)ないで ください。

▶風(かぜ)が 強(つよ)い ときは、窓(まど)ガラスが 割(わ)れます。
   家(いえ)の 中(なか)で 窓(まど)の 近(ちか)くへ 行(い)かないで ください。
   カーテンを 閉(し)めます。風(かぜ)が 強(つよ)くなる 前(まえ)に テープを 窓(まど)ガラスに 貼(は)ります。

▶風(かぜ)が 強(つよ)い ときは、ベランダや 庭(にわ)に ある　大切(たいせつ)なものが 飛(と)びます。
   風(かぜ)が 強(つよ)くなる 前(まえ)に 飛(と)ぶと 困(こま)る ものを 家(いえ)の 中(なか)に 入(い)れます。

▶風(かぜ)が とても 強(つよ)い ときは、電車(でんしゃ)や バスが 止(と)まる ことが あります。
   早(はや)めに 家(いえ)に 帰(かえ)るように します。

高(たか)い 波(なみ)が 来(く)る ときに 注意(ちゅうい)する こと
▶台風(たいふう)の ときは 海(うみ)の 水(みず)が いつもより 高(たか)く なります。
　 海(うみ)の 近(ちか)くには いかないで ください。

▶高(たか)い 波(なみ)が 来(く)ると、川(かわ)の 水(みず)が 増(ふ)えます。
　 川(かわ)の 近(ちか)くには いかないで ください。

がつ にち にち  よう   び がい こく  じん   む

りょう り  きょうしつ かい さい   よ   てい

しょうさい じ　ごう し

11 ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号

□問い合わせ　
　健康長寿課　☎内線227

　こんにちは、管理栄養士の徳田です。厳しい寒さが続いていま
すが、体調を崩していませんか。冬野菜にはからだを温める効果
があるといわれています。冬野菜を食べて、元気に過ごしましょう。
　今回は、旬のたらと白菜を使ったレシピです。電子レンジで加熱
するので、とっても簡単に作ることができます。

冬野菜でからだぽかぽか！

管理栄養士の健康レシピ

白菜はざく切りにする。きのこは食べやすく切る。

しょうがはすりおろす。

酒、しょうゆ、ごま油を合わせておく。

深めの耐熱皿に、白菜、きのこを敷いて、たらをの

せる。

しょうがをちらし、      を回しかける。

ふんわりとラップをし、電子レンジで６００ｗで６分加

熱する。

たらに火が通ったら、できあがり。

作り方

「たらと白菜のレンジ蒸し」

◆材料　　２人分

たら　　　　　　　　　　 ２切れ
白菜　　　　　　　　　　１５０ｇ
お好みのきのこ　　　１００ｇ
しょうが　　　　　　　　ひとかけ
酒　　　　　　　　　　　 大さじ１
しょうゆ　　　　　　　   小さじ２
ごま油　　　　　　　    大さじ１

１人分175kcal  塩分1.5g　野菜量128g

１

２

３

４

５

●冬野菜・・・大根、かぶ、ほうれん草、白菜、れんこん、水菜、
　      　　　   ブロッコリー、春菊など
【旬の野菜の特徴】☆栄養価が高い☆価格が安い☆味が良い

～冬野菜の特徴～
●甘くておいしい： 冬野菜は寒さで凍ることがないように細胞に糖を蓄え 
　　　　　　　　　　　　るため、糖度の高い野菜が多いです。食べた時に甘く
　　　　　　　　　　　　ておいしいと感じるのはこのためです。
●からだを温める：冬野菜は体を温める効果があります。これは、冬野菜
　　　　　　　　　　　　に多く含まれるビタミンEが血液の流れをスムーズにし
　　　　　　　　　　　　てくれる働きがあるからです。
●風邪予防       ：冬野菜は風邪予防に効果があります。冬野菜に多く含
　　　　　　　　　　　　まれるビタミンCやカロテンなどが免疫力を高め、風邪
　                      予防に効果があるといわれています。

●からだを温める冬野菜の食べ方
   白菜や大根などを生のサラダなどで食べると、含んでいる水分によって  
   体が冷えてしまいます。体を温めるには、鍋や汁物などが最適です。
【白菜の栄養素】βカロテンやビタミンC、ビタミンK、葉酸が含まれます。
　　　　　　　　　　　ビタミンは水に溶ける性質のものもあり、汁ごと食べられ
　　　　　　　　　　　る料理にすると栄養素を逃さずとることができます。

德田管理栄養士

２

POINT

６
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　　　　　　　　　　　　ておいしいと感じるのはこのためです。
●からだを温める：冬野菜は体を温める効果があります。これは、冬野菜
　　　　　　　　　　　　に多く含まれるビタミンEが血液の流れをスムーズにし
　　　　　　　　　　　　てくれる働きがあるからです。
●風邪予防       ：冬野菜は風邪予防に効果があります。冬野菜に多く含
　　　　　　　　　　　　まれるビタミンCやカロテンなどが免疫力を高め、風邪
　                      予防に効果があるといわれています。

●からだを温める冬野菜の食べ方
   白菜や大根などを生のサラダなどで食べると、含んでいる水分によって  
   体が冷えてしまいます。体を温めるには、鍋や汁物などが最適です。
【白菜の栄養素】βカロテンやビタミンC、ビタミンK、葉酸が含まれます。
　　　　　　　　　　　ビタミンは水に溶ける性質のものもあり、汁ごと食べられ
　　　　　　　　　　　る料理にすると栄養素を逃さずとることができます。

德田管理栄養士

２

POINT

６
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真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物

館
で
は
、
真
鶴
の
自
然
の
豊

か
さ
を
実
感
し
、
持
続
可
能

な
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
く
機
会
の
一
つ
と
し
て
、

海
ま
ち
ラ
ボ
「
海
さ
ん
ぽ
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
２
回
目
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
る
今
回
は
、
「
真

鶴
半
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
し
、
「
お
林
」
へ
の

理
解
を
深
め
ま
す
。
い
ま
あ

る
豊
か
な
自
然
や
、
変
わ
り

つ
つ
あ
る
自
然
の
姿
を
感
じ

な
が
ら
、
真
鶴
の
自
然
の

「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

◇
タ
イ
ト
ル

「
真
鶴
半
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
　

　
ウ
ォ
ー
ク
～
「
お
林
」
で

　
見
え
て
き
た
変
化
～
」

◇
日
時
　
２
月
18
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

◇
場
所

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

◇
参
加
費

　
大
人
３
５
０
円
　

　
小
学
生
～
高
校
生
２
０
０
円

　
幼
児
50
円(

傷
害
保
険
料
・  

　
博
物
館
入
館
料)

◇
申
込
方
法
　

　
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.discoverb

　l
u
e
.
o
r
g

）
ま
た
は
電
話

　
に
て
受
付
（
先
着
順
）
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

　
☎
68
・
２
１
１
１

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物

館
で
は
、
真
鶴
・
湯
河
原
の

子
ど
も
を
対
象
に
、
町
内
の

自
然
や
生
物
、
生
態
系
を
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
「
ま
な
づ

る
自
然
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

最

終

回

の

テ

ー

マ

は

、

「
冬
の
海
辺
の
生
き
物
を
観

察
し
よ
う
！
」
で
す
。
海
藻

や
生
き
物
が
増
え
始
め
る
３

月
の
海
辺
で
生
き
物
を
探
し
、

春
や
夏
に
見
た
生
き
物
や
海

の
様
子
と
の
違
い
を
考
え
ま

す
。
見
つ
け
た
生
き
物
は
虫

め
が
ね
や
顕
微
鏡
を
使
っ
て

じ
っ
く
り
観
察
し
ま
す
。

◇
日
時

　３
月
２
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

◇
集
合
・
解
散
場
所

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

◇
定
員
　
30
名
程
度

◇
参
加
費

　
50
円
（
傷
害
保
険
料
）

◇
申
込
方
法

　
２
月
９
日
㈮
～
13
日
㈫
ま

　
で
の
期
間
中
に
お
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽

　
選
を
行
い
、
２
月
16
日
㈮

　
に
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

　
☎
68
・
２
１
１
１

　
魅
力
あ
る
一
貫
教
育
校
の

実
現
に
向
け
、
学
校
や
教
育

に
つ
い
て
町
民
み
ん
な
で
考

え
る
場
を
設
け
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
前
申

し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
５
日
㈪
ま
で
に
教
育

課
教
育
総
務
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◇
日
時

　２
月
17
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◇
場
所

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
堂

◇
テ
ー
マ
　
　

「
こ
ん
な
校
舎
だ
っ
た
ら
ワ

　
ク
ワ
ク
す
る
か
な
？
」

「
ど
ん
な
施
設
が
あ
っ
た
ら
、

　
学
校
に
行
き
た
く
な
る
か

　
な
？
」

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
　
☎
内
線
４
３
４

　
11
月
30
日
に
行
わ
れ
た
第

６
回
真
鶴
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
教
育
委
員
　
草
柳

栄
子 

氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
髙
橋 

綾 

氏
を

任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
、

12
月
24
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
前
委
員
の
草
柳
氏
に
は
教

育
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
　
☎
内
線
４
３
４

　
真
鶴
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種

は
令
和
５
年
12
月
23
日
㈯
で

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
に
、
真
鶴
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
に
て
２
月
１

日
㈭
か
ら
３
月
29
日
㈮
ま
で

接
種
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
電
話

に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
診

　
療
所
　

　
☎
68
・
２
１
９
１

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号

海
ま
ち
ラ
ボ
「海
さ
ん
ぽ
」を

開
催
し
ま
す
！

「教
育
を
語
り
合
う
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
委
員
に

髙
橋
　
綾
　
氏
が
就
任

ま
な
づ
る
自
然
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
す
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
約
に
つ
い
て

誰もが参加できる
真鶴町まちづくり条例施行30年を迎える今年度、記念事業を開催しています。

また、町民の方々による自主的な「美の基準」を巡るさまざまな活動も行われています。
美しいまち真鶴を、みんなで創っていきましょう。

□問い合わせ　まちづくり課　☎内線344

第5回

広報真鶴　2024年２月号

10月～4月 連載中

多くの大学が研究・視察に

注目されています !

「

、
く
な
は
で
の
も
る
れ
さ
制
強
は」
準
基
の
美

。
す
ま
き
で
加
参
が
も
誰
は
に」
準
基
の
美
「

　
　
　
　
　
　
　
　

』
準
基
の
美
『（

 

）
載
記
頁
３

松木 一平 

今まで知らなかった美の基準

　真鶴町の皆さまこんにちは ! 地域おこし協力隊としてUタ
ーンしました松木一平と申します。一昨年に帰ってきてすぐ
に喫茶店を開業しました。観光協会内の施設にて「ぺぺコ
ーヒー」という喫茶店の店主としても活動しております。
　まず、なぜ町にUターンしてきたのか？からお話しさせて
いただければと思います。たまたま帰省したときに、昔の記
憶だと多くの人々で賑わっていた大道通り商店会がほぼシ
ャッター通りになっているではありませんか。もしかしたら生
まれ育った故郷が無くなるかもしれない。という危機感とい
うか恐怖感から真鶴を盛り上げたいという一心で町につい
て調べることにしました。今まで育った町ではありますが、正
直、お恥ずかしいことに美の基準というまちづくり条例は大
人になって初めて知りました。調べていくうちに美の基準に
記述されているパタン・ランゲージや抽象的な表現方法に
感銘を受けてどっぷりと美の基準と真鶴に沼っていきまし
た。（まだまだ勉強中ですが）世界に誇れるであろうコンテ
ンツに可能性を感じたと同時に、真鶴で何かしたいという
気持ちが強くなり、まずは自分から手を動かそうと、真鶴港

） ！ すで定予示展で内町に旬初月3～末月2、は果成究研の学大治明※（ 学大治明 ・
・ 法政大学
・ フェリス女学院大学
・ 関西大学
・ 国際基督教大学
・ 静岡大学
・ 芝浦工業大学　などが今年度来訪。
まちづくり、建築、社会学などの分野で、真鶴
が学びの場に選ばれています。学生さんから、
町民のみなさんが温かいという感想をよく
いただきます。ご協力ありがとうございます。

にある元割烹料理店で喫茶店を開業しました。それから暫
くして喫茶店にお客さんが来てくれるようになり、昔から住
んでいる方々にお話しを聞いていると、「美の基準なんて学
校で習っていない」、「なんだそれは？聞いたことない」、「そ
の基準で我々の生活は豊かになっているのか？」など現地
のリアルな声も聞こえてきました。
 一方で、ここ最近は喫茶店に学生達がフィールドワークに
来て美の基準について調べて取材にきてくれたり、観光に
来た方に声をかけると、町並みが素敵で観光にきました。美
の基準の本も購入済みです。等々。美の基準に対する内外
からの視点はそれぞれ違うようでまたそのギャップもあって
良いのかなと思っております。変化を望む人と望まない人、
町を歩いてお話しを聞いているとさまざまな声が聞こえて
きます。個人的には今住んでいる方々の営みの風景は大き
く変えないで皆が豊かに暮らしていければ良いかなと思っ
ております。それが美の基準によって守られてきた風景だと
思っているので。
　ですが良き風習や文化を伝統で終わらせず、継承してい
く必要があると思います。美の基準というまちづくり条例、そ
して真鶴という町は世界に誇れると思っておりますので。真
鶴生まれ、真鶴育ちとしてできる限り地域振興に努めていき
たいと思いますのでよろしくお願いいたします！！

町民リレーコラム

　令和５年 9 月 明治大学視察時（撮影：真鶴カメラ）

（問い合わせ先：まちづくり課／多田・石井）

12
12広報真鶴　2024年２月号
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貝
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鶴
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然
の
豊
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を
実
感
し
、
持
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可
能

な
利
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に
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て
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た
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く
機
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の
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と
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て
、

海
ま
ち
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「
海
さ
ん
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」
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し
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す
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度
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回
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の
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は
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の
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ウ
ォ
ー
ク
～
「
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林
」
で
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え
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変
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～
」

◇
日
時
　
２
月
18
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

◇
場
所

　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

◇
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加
費

　
大
人
３
５
０
円
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学
生
～
高
校
生
２
０
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円
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児
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円(

傷
害
保
険
料
・  

　
博
物
館
入
館
料)

◇
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ム
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u
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に
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で

　
お
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数
の
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抽
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に
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。
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・
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遠
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貝
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物
館
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１
１
１
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力
あ
る
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貫
教
育
校
の
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現
に
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け
、
学
校
や
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ん
な
で
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す
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を
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連
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～
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３
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？
」
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な
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ら
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校
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か
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日
に
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に
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、
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が
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れ
、
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月
24
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
前
委
員
の
草
柳
氏
に
は
教

育
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
　
☎
内
線
４
３
４

　
真
鶴
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種

は
令
和
５
年
12
月
23
日
㈯
で

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
に
、
真
鶴
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
に
て
２
月
１

日
㈭
か
ら
３
月
29
日
㈮
ま
で

接
種
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
電
話

に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
国
民
健
康
保
険
診

　
療
所
　

　
☎
68
・
２
１
９
１

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号

海
ま
ち
ラ
ボ
「海
さ
ん
ぽ
」を

開
催
し
ま
す
！

「教
育
を
語
り
合
う
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
委
員
に

髙
橋
　
綾
　
氏
が
就
任

ま
な
づ
る
自
然
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
す
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
約
に
つ
い
て

誰もが参加できる
真鶴町まちづくり条例施行30年を迎える今年度、記念事業を開催しています。

また、町民の方々による自主的な「美の基準」を巡るさまざまな活動も行われています。
美しいまち真鶴を、みんなで創っていきましょう。

□問い合わせ　まちづくり課　☎内線344

第5回

広報真鶴　2024年２月号

10月～4月 連載中

多くの大学が研究・視察に

注目されています !

「

、
く
な
は
で
の
も
る
れ
さ
制
強
は」
準
基
の
美

。
す
ま
き
で
加
参
が
も
誰
は
に」
準
基
の
美
「

　
　
　
　
　
　
　
　

』
準
基
の
美
『（

 

）
載
記
頁
３

松木 一平 

今まで知らなかった美の基準

　真鶴町の皆さまこんにちは ! 地域おこし協力隊としてUタ
ーンしました松木一平と申します。一昨年に帰ってきてすぐ
に喫茶店を開業しました。観光協会内の施設にて「ぺぺコ
ーヒー」という喫茶店の店主としても活動しております。
　まず、なぜ町にUターンしてきたのか？からお話しさせて
いただければと思います。たまたま帰省したときに、昔の記
憶だと多くの人々で賑わっていた大道通り商店会がほぼシ
ャッター通りになっているではありませんか。もしかしたら生
まれ育った故郷が無くなるかもしれない。という危機感とい
うか恐怖感から真鶴を盛り上げたいという一心で町につい
て調べることにしました。今まで育った町ではありますが、正
直、お恥ずかしいことに美の基準というまちづくり条例は大
人になって初めて知りました。調べていくうちに美の基準に
記述されているパタン・ランゲージや抽象的な表現方法に
感銘を受けてどっぷりと美の基準と真鶴に沼っていきまし
た。（まだまだ勉強中ですが）世界に誇れるであろうコンテ
ンツに可能性を感じたと同時に、真鶴で何かしたいという
気持ちが強くなり、まずは自分から手を動かそうと、真鶴港

） ！ すで定予示展で内町に旬初月3～末月2、は果成究研の学大治明※（ 学大治明 ・
・ 法政大学
・ フェリス女学院大学
・ 関西大学
・ 国際基督教大学
・ 静岡大学
・ 芝浦工業大学　などが今年度来訪。
まちづくり、建築、社会学などの分野で、真鶴
が学びの場に選ばれています。学生さんから、
町民のみなさんが温かいという感想をよく
いただきます。ご協力ありがとうございます。

にある元割烹料理店で喫茶店を開業しました。それから暫
くして喫茶店にお客さんが来てくれるようになり、昔から住
んでいる方々にお話しを聞いていると、「美の基準なんて学
校で習っていない」、「なんだそれは？聞いたことない」、「そ
の基準で我々の生活は豊かになっているのか？」など現地
のリアルな声も聞こえてきました。
 一方で、ここ最近は喫茶店に学生達がフィールドワークに
来て美の基準について調べて取材にきてくれたり、観光に
来た方に声をかけると、町並みが素敵で観光にきました。美
の基準の本も購入済みです。等々。美の基準に対する内外
からの視点はそれぞれ違うようでまたそのギャップもあって
良いのかなと思っております。変化を望む人と望まない人、
町を歩いてお話しを聞いているとさまざまな声が聞こえて
きます。個人的には今住んでいる方々の営みの風景は大き
く変えないで皆が豊かに暮らしていければ良いかなと思っ
ております。それが美の基準によって守られてきた風景だと
思っているので。
　ですが良き風習や文化を伝統で終わらせず、継承してい
く必要があると思います。美の基準というまちづくり条例、そ
して真鶴という町は世界に誇れると思っておりますので。真
鶴生まれ、真鶴育ちとしてできる限り地域振興に努めていき
たいと思いますのでよろしくお願いいたします！！

町民リレーコラム

　令和５年 9 月 明治大学視察時（撮影：真鶴カメラ）

（問い合わせ先：まちづくり課／多田・石井）
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連

　載

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家

族
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の

こ
と
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
、
小
田
原
市
・
箱
根

町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
が

共
同
で
委
託
し
て
い
る
相
談

支
援
事
業
者
の
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
時
間 

　
午
前
10
時
～
正
午

■
問
い
合
わ
せ

・
福
祉
課
　

　
☎
内
線
２
３
７

・
湯
河
原
町
社
会
福
祉
課

　
☎
63
・
２
１
１
１

　
（
内
線
３
１
２
）

　

・
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
各
相
談
事
業
者
の
お
問
い

　
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ
）

　
☎
35
・
５
２
５
８

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時

　

　
２
月
24
日
㈯

　
午
後
１
時
～
３
時

◇
会
場

  

真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー 

２
階 

　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容

　
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言
等

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

※

開
催
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
　
☎
内
線
２
３
５

　
現
在
、
町
で
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
抑
制
等
に

向
け
た
道
し
る
べ
と
な
る

「
真
鶴
町
地
球
温
暖
化
対
策

実

行

計

画

（

区

域

施

策

編
）
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
真
鶴
の
美

し
い
自
然
や
環
境
を
ま
ち
の

未
来
を
担
う
子
や
孫
へ
よ
り

よ
い
形
で
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
が
ゼ
ロ
の
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
が

取
り
組
む
こ
と
の
他
、
事
業

者
や
団
体
、
町
民
の
皆
様
に

日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
事
業
者
や
各
種
団
体
か

ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
計
画

と
し
て
ま
と
め
る
も
の
で
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
の
計
画

策
定
に
向
け
、
計
画
の
案
へ

対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
、
計
画
づ

く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
後
日
そ
の

意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方

な
ど
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

◇
期
間

　
２
月
21
日
㈬
～
３
月
６
日
㈬

◇
閲
覧
場
所

　
役
場
税
務
町
民
課
カ
ウ
ン

　
タ
ー
、
町
民
セ
ン
タ
ー
２

　
階
、
情
報
セ
ン
タ
ー
、
町

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
意
見
の
提
出
方
法

　
閲
覧
場
所
に
あ
る
専
用
用

　
紙
に
記
入
ま
た
は
町
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
専
用
用
紙

　
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
、
次

　
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

　
提
出
く
だ
さ
い
。

①
役
場
税
務
町
民
課
に
直
接

※

受
付
は
月
曜
日
か
ら
金
曜

　
日
ま
で
（
祝
日
を
除
く
）

　
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
５
時
ま
で

②
郵
送

　
〒
２
５
９-

０
２
０
２
　

　
真
鶴
町
岩
２
４
４
番
地
１

　
真
鶴
町
税
務
町
民
課 

宛

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
68
・
５
１
１
９

④
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子

　
申
請
に
よ
る
方
法

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
４
３

　
令
和
６
年
度
の
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
２
月
15
日

㈭
か
ら
自
治
会
回
覧
で
お
配

り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い
方
は
２
月
22
日

㈭
か
ら
役
場
１
階
正
面
カ
ウ

ン
タ
ー
、
町
民
セ
ン
タ
ー
２

階
受
付
、
情
報
セ
ン
タ
ー
２

階
受
付
（
休
館
日
を
除
く
）

で
配
布
し
ま
す
。

　
直
接
取
り
に
来
る
こ
と
が

困
難
な
方
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
４
３

　
　
予
防
接
種
の
実
施
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
接
種
の

お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
に

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

◇
期
間

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
２
月
29
日
㈭
ま
で

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
３
月
31
日
㈰
ま
で

◇
対
象
者

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
真
鶴
町
に
住
民
登
録
が
あ

　
る
方
で
次
の
ど
ち
ら
か
に

　
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方
（
接
種
日

　
当
日
で
年
齢
判
断
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
で
心
臓
、
じ
ん
臓
お
よ
び

　
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
疾
患

　
の
あ
る
方
（
身
体
障
が
い

　
者
手
帳
１
級
程
度
の
方
）

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
真
鶴
町
に
住
民
登
録
が
あ

　
り
、
今
ま
で
に
接
種
を
受

　
け
た
こ
と
の
な
い
方
の
う

　
ち
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
該

　
当
す
る
方

③
令
和
６
年
３
月
31
日
時
点

　
で
、
65
歳
・

70
歳
・

75
歳
・

　
80
歳
・

85
歳
・

90
歳
・

95
歳

　
お
よ
び
100
歳
の
方

④
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
お
よ

　
び
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
疾

　
患
の
あ
る
方

（
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
程
度
の
方
）

◇
接
種
回
数

　１
回

◇
費
用

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
自
己
負
担
　
１
７
０
０
円

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
自
己
負
担
　
３
０
０
０
円

◇
持
ち
物

・
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
、

　
年
齢
が
わ
か
る
も
の

・
対
象
③
の
方
は
接
種
券

（
４
月
初
旬
に
送
付
）

・
対
象
②
・
④
の
方
は
身
体

　
障
が
い
者
手
帳

※

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

　
ン
の
接
種
券
（
薄
紫
色
）

　
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
役

　
場
健
康
長
寿
課
で
再
発
行

　
し
ま
す
。

◇
そ
の
他

※

町
民
税
非
課
税
世
帯
、
生

　
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
接

　
種
費
用
が
免
除
に
な
り
ま

　
す
。
接
種
す
る
前
に
、
必

　
ず
役
場
健
康
長
寿
課
に
申

　
請
し
、
負
担
金
免
除
確
認

　
書
の
交
付
を
受
け
、
予
防

　
接
種
時
に
医
療
機
関
に
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
せ
ず
に
接
種

　
を
受
け
、
す
で
に
費
用
を

　
支
払
わ
れ
た
場
合
、
町
か

　
ら
返
金
で
き
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

※

非
課
税
世
帯
の
方
で
も
、

　
課
税
者
の
扶
養
に
入
っ
て

　
い
る
場
合
に
は
費
用
免
除

　
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
　

　
☎
内
線
２
２
４
・
２
２
６

　
日
頃
、
味
付
け
が
薄
い
と

食
べ
た
気
が
し
な
い
、
濃
い

味
付
け
が
好
き
、
健
康
の
た

め
に
減
塩
を
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
、
減
塩
の
必
要
性
に

つ
い
て
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
い
、
減
塩
し
て
い
る
つ
も

り
で
も
塩
分
を
取
り
過
ぎ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
、
と

い
っ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
、
塩
分
摂
取
量
の

チ
ェ
ッ
ク
と
適
塩
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
管
理
栄
養
士
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
２
月
13
日
㈫

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◇
場
所

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
義
室

◇
内
容

　
適
塩
料
理
の
レ
シ
ピ
紹
介

　
と
講
話
、
塩
分
摂
取
量
の

　
チ
ェ
ッ
ク

◇
講
師

　
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

◇
対
象
者

　
真
鶴
町
に
在
住
の
方
　
　

◇
定
員
　
20
名

◇
申
込
方
法
　

　
２
月
８
日
㈭
ま
で
に
健
康

　
長
寿
課
へ
電
話
で
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
　

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

　
３
月
議
会
定
例
会
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
開
催
予
定
日
　

　
３
月
６
日
㈬
、
７
日
㈭
、

　
８
日
㈮
、
15
日
㈮

※

正
式
な
日
程
は
定
例
会
の

　
約
１
週
間
前
に
決
ま
り
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

　
ま
す
。

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、

役
場
３
階
議
会
事
務
局
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
を
行
い
ま
す
。

ラ
イ
ブ
配
信
の
ほ
か
、
ア
ー

カ
イ
ブ
で
も
自
由
に
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視

　
聴
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局

　
☎
内
線
３
６
３

真鶴会場

開催日 場所

２月20日(火)

３月19日(火)

湯河原会場

開催日 場所

２月19日(月)

３月18日(月)

町民センター１階
機能回復訓練室

たんぽぽ作業所
相談室２

電子申請は
こちらから

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号 広報真鶴　2024年２月号

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

障
が
い
者
出
張
福
祉

相
談
会
の
お
知
ら
せ

真
鶴
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
策
定
に
係
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
が

で
き
ま
し
た

み
ん
な
で
お
い
し
く
、

楽
し
く
適
塩
！

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

～
３
月
議
会
定
例
会
～
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障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家

族
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の

こ
と
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
、
小
田
原
市
・
箱
根

町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
が

共
同
で
委
託
し
て
い
る
相
談

支
援
事
業
者
の
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
時
間 

　
午
前
10
時
～
正
午

■
問
い
合
わ
せ

・
福
祉
課
　

　
☎
内
線
２
３
７

・
湯
河
原
町
社
会
福
祉
課

　
☎
63
・
２
１
１
１

　
（
内
線
３
１
２
）

　

・
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
各
相
談
事
業
者
の
お
問
い

　
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ
）

　
☎
35
・
５
２
５
８

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時

　

　
２
月
24
日
㈯

　
午
後
１
時
～
３
時

◇
会
場

  

真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー 

２
階 

　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容

　
成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言
等

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

※

開
催
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
　
☎
内
線
２
３
５

　
現
在
、
町
で
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
抑
制
等
に

向
け
た
道
し
る
べ
と
な
る

「
真
鶴
町
地
球
温
暖
化
対
策

実

行

計

画

（

区

域

施

策

編
）
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
真
鶴
の
美

し
い
自
然
や
環
境
を
ま
ち
の

未
来
を
担
う
子
や
孫
へ
よ
り

よ
い
形
で
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
が
ゼ
ロ
の
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
が

取
り
組
む
こ
と
の
他
、
事
業

者
や
団
体
、
町
民
の
皆
様
に

日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
事
業
者
や
各
種
団
体
か

ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
計
画

と
し
て
ま
と
め
る
も
の
で
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
の
計
画

策
定
に
向
け
、
計
画
の
案
へ

対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
、
計
画
づ

く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
後
日
そ
の

意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方

な
ど
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

◇
期
間

　
２
月
21
日
㈬
～
３
月
６
日
㈬

◇
閲
覧
場
所

　
役
場
税
務
町
民
課
カ
ウ
ン

　
タ
ー
、
町
民
セ
ン
タ
ー
２

　
階
、
情
報
セ
ン
タ
ー
、
町

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
意
見
の
提
出
方
法

　
閲
覧
場
所
に
あ
る
専
用
用

　
紙
に
記
入
ま
た
は
町
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
専
用
用
紙

　
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
、
次

　
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

　
提
出
く
だ
さ
い
。

①
役
場
税
務
町
民
課
に
直
接

※

受
付
は
月
曜
日
か
ら
金
曜

　
日
ま
で
（
祝
日
を
除
く
）

　
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
５
時
ま
で

②
郵
送

　
〒
２
５
９-

０
２
０
２
　

　
真
鶴
町
岩
２
４
４
番
地
１

　
真
鶴
町
税
務
町
民
課 

宛

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
68
・
５
１
１
９

④
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子

　
申
請
に
よ
る
方
法

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
４
３

　
令
和
６
年
度
の
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
２
月
15
日

㈭
か
ら
自
治
会
回
覧
で
お
配

り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い
方
は
２
月
22
日

㈭
か
ら
役
場
１
階
正
面
カ
ウ

ン
タ
ー
、
町
民
セ
ン
タ
ー
２

階
受
付
、
情
報
セ
ン
タ
ー
２

階
受
付
（
休
館
日
を
除
く
）

で
配
布
し
ま
す
。

　
直
接
取
り
に
来
る
こ
と
が

困
難
な
方
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課

　
☎
内
線
２
４
３

　
　
予
防
接
種
の
実
施
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
接
種
の

お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
に

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

◇
期
間

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
２
月
29
日
㈭
ま
で

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
３
月
31
日
㈰
ま
で

◇
対
象
者

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
真
鶴
町
に
住
民
登
録
が
あ

　
る
方
で
次
の
ど
ち
ら
か
に

　
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方
（
接
種
日

　
当
日
で
年
齢
判
断
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
で
心
臓
、
じ
ん
臓
お
よ
び

　
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
疾
患

　
の
あ
る
方
（
身
体
障
が
い

　
者
手
帳
１
級
程
度
の
方
）

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
真
鶴
町
に
住
民
登
録
が
あ

　
り
、
今
ま
で
に
接
種
を
受

　
け
た
こ
と
の
な
い
方
の
う

　
ち
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
該

　
当
す
る
方

③
令
和
６
年
３
月
31
日
時
点

　
で
、
65
歳
・

70
歳
・

75
歳
・

　
80
歳
・

85
歳
・

90
歳
・

95
歳

　
お
よ
び
100
歳
の
方

④
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
お
よ

　
び
呼
吸
器
な
ど
に
重
い
疾

　
患
の
あ
る
方

（
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
程
度
の
方
）

◇
接
種
回
数

　１
回

◇
費
用

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
自
己
負
担
　
１
７
０
０
円

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
自
己
負
担
　
３
０
０
０
円

◇
持
ち
物

・
健
康
保
険
証
な
ど
住
所
、

　
年
齢
が
わ
か
る
も
の

・
対
象
③
の
方
は
接
種
券

（
４
月
初
旬
に
送
付
）

・
対
象
②
・
④
の
方
は
身
体

　
障
が
い
者
手
帳

※

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

　
ン
の
接
種
券
（
薄
紫
色
）

　
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
役

　
場
健
康
長
寿
課
で
再
発
行

　
し
ま
す
。

◇
そ
の
他

※

町
民
税
非
課
税
世
帯
、
生

　
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
接

　
種
費
用
が
免
除
に
な
り
ま

　
す
。
接
種
す
る
前
に
、
必

　
ず
役
場
健
康
長
寿
課
に
申

　
請
し
、
負
担
金
免
除
確
認

　
書
の
交
付
を
受
け
、
予
防

　
接
種
時
に
医
療
機
関
に
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
せ
ず
に
接
種

　
を
受
け
、
す
で
に
費
用
を

　
支
払
わ
れ
た
場
合
、
町
か

　
ら
返
金
で
き
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

※

非
課
税
世
帯
の
方
で
も
、

　
課
税
者
の
扶
養
に
入
っ
て

　
い
る
場
合
に
は
費
用
免
除

　
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
　

　
☎
内
線
２
２
４
・
２
２
６

　
日
頃
、
味
付
け
が
薄
い
と

食
べ
た
気
が
し
な
い
、
濃
い

味
付
け
が
好
き
、
健
康
の
た

め
に
減
塩
を
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
、
減
塩
の
必
要
性
に

つ
い
て
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
い
、
減
塩
し
て
い
る
つ
も

り
で
も
塩
分
を
取
り
過
ぎ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
、
と

い
っ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
、
塩
分
摂
取
量
の

チ
ェ
ッ
ク
と
適
塩
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
管
理
栄
養
士
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
２
月
13
日
㈫

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◇
場
所

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
義
室

◇
内
容

　
適
塩
料
理
の
レ
シ
ピ
紹
介

　
と
講
話
、
塩
分
摂
取
量
の

　
チ
ェ
ッ
ク

◇
講
師

　
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

◇
対
象
者

　
真
鶴
町
に
在
住
の
方
　
　

◇
定
員
　
20
名

◇
申
込
方
法
　

　
２
月
８
日
㈭
ま
で
に
健
康

　
長
寿
課
へ
電
話
で
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
　

　
☎
内
線
２
２
６
・
２
２
７

　
３
月
議
会
定
例
会
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
開
催
予
定
日
　

　
３
月
６
日
㈬
、
７
日
㈭
、

　
８
日
㈮
、
15
日
㈮

※

正
式
な
日
程
は
定
例
会
の

　
約
１
週
間
前
に
決
ま
り
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

　
ま
す
。

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、

役
場
３
階
議
会
事
務
局
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
を
行
い
ま
す
。

ラ
イ
ブ
配
信
の
ほ
か
、
ア
ー

カ
イ
ブ
で
も
自
由
に
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視

　
聴
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局

　
☎
内
線
３
６
３

真鶴会場

開催日 場所

２月20日(火)

３月19日(火)

湯河原会場

開催日 場所

２月19日(月)

３月18日(月)

町民センター１階
機能回復訓練室

たんぽぽ作業所
相談室２

電子申請は
こちらから

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号 広報真鶴　2024年２月号

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

障
が
い
者
出
張
福
祉

相
談
会
の
お
知
ら
せ

真
鶴
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
策
定
に
係
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
が

で
き
ま
し
た

み
ん
な
で
お
い
し
く
、

楽
し
く
適
塩
！

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

～
３
月
議
会
定
例
会
～
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老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に

満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、

満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
（
国
民
年
金
の
任

意
加
入
は
、
申
出
の
あ
っ
た

月
か
ら
と
な
り
ま
す
。
）

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
の

納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免

除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
10

年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る

日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
国
民

年
金
に
任
意
加
入
が
で
き
ま

す
。
　

　
詳
し
く
は
、
小
田
原
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　

■
問
い
合
わ
せ

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

　
☎
22
・
１
３
９
１
　
　
　

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
☎
０
５
７
０
・
05
・

　
　
１
１
６
５

　
皆
様
、
現
在
開
催
中
の

『
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
』
は

も
う
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
？

真
鶴
町
と
い
え
ば
高
級
石
材

の
〝
本
小
松
石
〟
が
採
れ
る

町
。
今
年
は
真
鶴
町
に
点
在

す
る
本
小
松
石
の
石
碑
や
作

品
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。
そ

の
コ
ー
ス
を
真
鶴
町
の
観
光

ガ
イ
ド
と
一
緒
に
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
？
本
小
松
石
に
ま

つ
わ
る
話
を
聞
き
な
が
ら
新

し
い
歴
史
を
発
見
し
ま
し
ょ

う
。

詳
し
い
内
容
は
観
光
協
会

（
里
海
べ
ー
ス
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　

　
３
月
23
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分 

　
真
鶴
駅
集
合(

15
時
終
了)

※

終
了
は
中
川
一
政
美
術
館

　
バ
ス
停
と
な
り
ま
す
の
で

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
バ
ス
で
駅
に
帰
る
場
合
：

　
中
川
一
政
美
術
館
～
真
鶴

　
駅 

￥
２
７
０)

※

３
月
23
日
が
天
候
不
順
の    

　
場
合
は
中
止
。

◇
申
込
期
間

　
２
月
１
日
㈭
～
３
月
15
日
㈮

◇
定
員
　
20
名
　

※

満
員
に
な
り
次
第
終
了
し

　
ま
す
。

◇
受
付
　

　
真
鶴
町
観
光
協
会
　

　
里
海
ベ
ー
ス(

10
時
～
15
時)

※

観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
、
電

　
話
、
ま
た
は
直
接
観
光
協

　
会
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
参
加
費
　
３
０
０
円

（
保
険
料
と
ド
リ
ン
ク
代
）

◇
昼
食

※

ご
希
望
の
方
の
み
別
途
５

　
０
０
円
で
お
受
付
け
致
し

　
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に

　
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
観
光
協
会

　
里
海
ベ
ー
ス

　
☎
46
・
９
２
７
４

　
学
校
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
と
の
連
携
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
が
連

携
・
協
働
し
、
不
登
校
で
悩

む
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
等

を
対
象
に
相
談
会
を
行
い
、

一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
自
立

や
学
校
生
活
の
再
開
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時

　２
月
３
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

（
受
付
12
時
30
分
～
16
時
）

◇
会
場

　県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　
藤
沢
市
善
行
７-

１-

１

（
小
田
急
江
ノ
島
線
　
善
行

　
駅
よ
り
　
徒
歩
８
分
）

◇
内
容

・
不
登
校
経
験
者
や
保
護
者

　
に
よ
る
座
談
会

・
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
活
動

　
紹
介

・
個
別
相
談
会
　
な
ど

◇
申
し
込
み

　不
要

◇
参
加
費

　無
料

◇
そ
の
他

　当
日
、
必
要
な
配
慮
（
筆

　
談
で
の
対
応
な
ど
）
が
ご

　
ざ
い
ま
し
た
ら
問
い
合
わ

　
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
。

◇
主
催

　
神
奈
川
県
学
校
・
フ
リ
ー
　

　
ス
ク
ー
ル
等
連
携
協
議
会
、

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
　

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教

　
育
局
支
援
部
子
ど
も
教
育

　
支
援
課
小
中
学
校
生
徒
指

　
導
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
５
・
２
１
０
・
　
　

　
８
２
９
２
（
直
通
）

　

町
で
は
、
校
内
教
室
を
利

用
し
て
真
鶴
キ
ッ
ズ
倶
楽
部

（
学
童
保
育
）
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

◇
対
象
者

　
２
０
２
４
年
度
の
小
学
１

　
～
６
年
生
で
家
庭
で
の
保

　
育
が
困
難
と
町
が
認
め
る

　
児
童

◇
入
所
期
間

　
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

　
月
～
金
曜
日
（
行
事
な
ど

　
に
よ
り
、
保
育
で
き
な
い

　
日
も
あ
り
ま
す
。
）

◇
入
所
時
間

　
小
学
校
の
放
課
後
～
午
後

　
６
時
ま
で
（
夏
休
み
・
冬

　
休
み
中
は
午
前
８
時
30
分

　
～
午
後
６
時
ま
で
）

◇
費
用（
保
育
料
）

　
月
額
６
０
０
０
円

（
別
途
お
や
つ
代
が
必
要
）

◇
募
集
受
付
期
間

　
２
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭

【
平
日
】　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　
時
15
分

（
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
）

◇
申
込
方
法

　
福
祉
課
で
配
布
の
申
込
書

　
な
ど
に
必
要
事
項
を
ご
記

　
入
の
う
え
、
就
労
証
明
書

　(※
)

と
あ
わ
せ
て
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※

２
０
２
４
年
度
保
育
所
新

　
規
・
継
続
申
込
で
提
出
済

　
み
の
場
合
、
申
し
出
に
よ

　
り
省
略
で
き
ま
す
。

◇
そ
の
他

※

現
在
、
真
鶴
キ
ッ
ズ
倶
楽

　
部
を
利
用
中
で
２
０
２
４

　
年
度
も
継
続
し
て
利
用
し

　
た
い
方
に
つ
い
て
は
、
町

　
か
ら
通
知
し
ま
す
の
で
、

　
申
込
書
な
ど
を
福
祉
課
へ

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

　
出
が
な
い
場
合
、
入
所
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
　
☎
内
線
２
３
３

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者

の
老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
た
農
業
者
の
た
め

の
年
金
で
す
。
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
の
上
乗
せ
と

な
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
厚

生
年
金
に
該
当
す
る
位
置
付

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
14
年
に
制
度
が
改
正

さ
れ
、
全
く
新
し
い
制
度
に

な
り
ま
し
た
。
農
業
者
の
皆

さ
ん
、
将
来
に
備
え
、
農
業

者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

◆
加
入
要
件

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
60
歳
未
満
の
方

②
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

　
事
す
る
方

◆
制
度
の
特
徴

①
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い

　
年
金
で
す

　
積
み
立
て
方
式
（
確
定
拠

　
出
型
）
の
年
金
の
た
め
、

　
加
入
者
や
受
給
者
の
数
に

　
左
右
さ
れ
な
い
、
長
期
的

　
に
安
定
し
た
制
度
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。 

②
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決

　
め
ら
れ
ま
す

　
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７

　
０
０
０
円
ま
で
、
千
円
単

　
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま

　
す
。
金
額
の
変
更
も
自
由

　
で
す
。 

③
80
歳
ま
で
の
保
障
が
付
い

　
た
終
身
年
金
で
す

　
年
金
は
生
涯
受
給
で
き
ま

　
す
。
ま
た
、
仮
に
80
歳
前

　
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、

　
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は

　
ず
の
額
の
現
在
価
値
に
相

　
当
す
る
額
を
死
亡
一
時
金

　
と
し
て
遺
族
が
受
け
取
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
農
業
委
員
会

（
産
業
観
光
課
）

　
☎
内
線
３
３
２

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
は
、

誰
で
も
許
可
さ
れ
た
ル
ー
ル

の
範
囲
内
で
自
由
に
複
製
・

加
工
や
頒
布
な
ど
が
で
き
る

デ
ー
タ
を
言
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
聞
く

と
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
実
は
私
た
ち
の

生
活
を
支
え
る
基
盤
に
既
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
講
演
で
は
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
の
現
状
や
そ
の
活
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
様
に
町
長
自
ら
丁
寧
に

説
明
し
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
町
が

ど
う
変
わ
る
の
か
。
ど
ん
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま

れ
る
の
か
。
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◇
日
時
　

　
２
月
16
日
㈮

　
午
後
６
時
か
ら
午
後
８
時

◇
場
所

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
義
室

◇
対
象
　

　
町
内
在
住
・
在
勤

◇
講
師
　

　
真
鶴
町
長
　
小
林
　
伸
行

◇
テ
ー
マ

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
変
わ

　
る
行
政

◇
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
政
策
推
進
課
　

　
☎
内
線
３
１
１

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号 広報真鶴　2024年２月号

真
鶴
キ
ッ
ズ
倶
楽
部

新
規
募
集

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

観
光
ガ
イ
ド
と
歩
く
旅

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の

任
意
加
入
制
度

国 民
年 金

教
育
委
員
会
と
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
等
に
よ
る

不
登
校
相
談
会
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連

　載

　　
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に

満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、

満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
（
国
民
年
金
の
任

意
加
入
は
、
申
出
の
あ
っ
た

月
か
ら
と
な
り
ま
す
。
）

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
の

納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免

除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
10

年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る

日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
国
民

年
金
に
任
意
加
入
が
で
き
ま

す
。
　

　
詳
し
く
は
、
小
田
原
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　

■
問
い
合
わ
せ

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

　
☎
22
・
１
３
９
１
　
　
　

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
☎
０
５
７
０
・
05
・

　
　
１
１
６
５

　
皆
様
、
現
在
開
催
中
の

『
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
』
は

も
う
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
？

真
鶴
町
と
い
え
ば
高
級
石
材

の
〝
本
小
松
石
〟
が
採
れ
る

町
。
今
年
は
真
鶴
町
に
点
在

す
る
本
小
松
石
の
石
碑
や
作

品
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。
そ

の
コ
ー
ス
を
真
鶴
町
の
観
光

ガ
イ
ド
と
一
緒
に
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
？
本
小
松
石
に
ま

つ
わ
る
話
を
聞
き
な
が
ら
新

し
い
歴
史
を
発
見
し
ま
し
ょ

う
。

詳
し
い
内
容
は
観
光
協
会

（
里
海
べ
ー
ス
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　

　
３
月
23
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分 

　
真
鶴
駅
集
合(

15
時
終
了)

※

終
了
は
中
川
一
政
美
術
館

　
バ
ス
停
と
な
り
ま
す
の
で

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
バ
ス
で
駅
に
帰
る
場
合
：

　
中
川
一
政
美
術
館
～
真
鶴

　
駅 

￥
２
７
０)

※

３
月
23
日
が
天
候
不
順
の    

　
場
合
は
中
止
。

◇
申
込
期
間

　
２
月
１
日
㈭
～
３
月
15
日
㈮

◇
定
員
　
20
名
　

※

満
員
に
な
り
次
第
終
了
し

　
ま
す
。

◇
受
付
　

　
真
鶴
町
観
光
協
会
　

　
里
海
ベ
ー
ス(

10
時
～
15
時)

※

観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
、
電

　
話
、
ま
た
は
直
接
観
光
協

　
会
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
参
加
費
　
３
０
０
円

（
保
険
料
と
ド
リ
ン
ク
代
）

◇
昼
食

※

ご
希
望
の
方
の
み
別
途
５

　
０
０
円
で
お
受
付
け
致
し

　
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に

　
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
観
光
協
会

　
里
海
ベ
ー
ス

　
☎
46
・
９
２
７
４

　
学
校
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
と
の
連
携
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
教
育
委
員
会
と

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
が
連

携
・
協
働
し
、
不
登
校
で
悩

む
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
等

を
対
象
に
相
談
会
を
行
い
、

一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
自
立

や
学
校
生
活
の
再
開
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時

　２
月
３
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

（
受
付
12
時
30
分
～
16
時
）

◇
会
場

　県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　
藤
沢
市
善
行
７-

１-

１

（
小
田
急
江
ノ
島
線
　
善
行

　
駅
よ
り
　
徒
歩
８
分
）

◇
内
容

・
不
登
校
経
験
者
や
保
護
者

　
に
よ
る
座
談
会

・
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
活
動

　
紹
介

・
個
別
相
談
会
　
な
ど

◇
申
し
込
み

　不
要

◇
参
加
費

　無
料

◇
そ
の
他

　当
日
、
必
要
な
配
慮
（
筆

　
談
で
の
対
応
な
ど
）
が
ご

　
ざ
い
ま
し
た
ら
問
い
合
わ

　
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
。

◇
主
催

　
神
奈
川
県
学
校
・
フ
リ
ー
　

　
ス
ク
ー
ル
等
連
携
協
議
会
、

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
　

　
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教

　
育
局
支
援
部
子
ど
も
教
育

　
支
援
課
小
中
学
校
生
徒
指

　
導
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
５
・
２
１
０
・
　
　

　
８
２
９
２
（
直
通
）

　

町
で
は
、
校
内
教
室
を
利

用
し
て
真
鶴
キ
ッ
ズ
倶
楽
部

（
学
童
保
育
）
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

◇
対
象
者

　
２
０
２
４
年
度
の
小
学
１

　
～
６
年
生
で
家
庭
で
の
保

　
育
が
困
難
と
町
が
認
め
る

　
児
童

◇
入
所
期
間

　
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

　
月
～
金
曜
日
（
行
事
な
ど

　
に
よ
り
、
保
育
で
き
な
い

　
日
も
あ
り
ま
す
。
）

◇
入
所
時
間

　
小
学
校
の
放
課
後
～
午
後

　
６
時
ま
で
（
夏
休
み
・
冬

　
休
み
中
は
午
前
８
時
30
分

　
～
午
後
６
時
ま
で
）

◇
費
用（
保
育
料
）

　
月
額
６
０
０
０
円

（
別
途
お
や
つ
代
が
必
要
）

◇
募
集
受
付
期
間

　
２
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭

【
平
日
】　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　
時
15
分

（
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
）

◇
申
込
方
法

　
福
祉
課
で
配
布
の
申
込
書

　
な
ど
に
必
要
事
項
を
ご
記

　
入
の
う
え
、
就
労
証
明
書

　(※
)

と
あ
わ
せ
て
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※

２
０
２
４
年
度
保
育
所
新

　
規
・
継
続
申
込
で
提
出
済

　
み
の
場
合
、
申
し
出
に
よ

　
り
省
略
で
き
ま
す
。

◇
そ
の
他

※

現
在
、
真
鶴
キ
ッ
ズ
倶
楽

　
部
を
利
用
中
で
２
０
２
４

　
年
度
も
継
続
し
て
利
用
し

　
た
い
方
に
つ
い
て
は
、
町

　
か
ら
通
知
し
ま
す
の
で
、

　
申
込
書
な
ど
を
福
祉
課
へ

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

　
出
が
な
い
場
合
、
入
所
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
　
☎
内
線
２
３
３

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者

の
老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
た
農
業
者
の
た
め

の
年
金
で
す
。
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
の
上
乗
せ
と

な
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
厚

生
年
金
に
該
当
す
る
位
置
付

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
14
年
に
制
度
が
改
正

さ
れ
、
全
く
新
し
い
制
度
に

な
り
ま
し
た
。
農
業
者
の
皆

さ
ん
、
将
来
に
備
え
、
農
業

者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

◆
加
入
要
件

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
60
歳
未
満
の
方

②
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

　
事
す
る
方

◆
制
度
の
特
徴

①
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い

　
年
金
で
す

　
積
み
立
て
方
式
（
確
定
拠

　
出
型
）
の
年
金
の
た
め
、

　
加
入
者
や
受
給
者
の
数
に

　
左
右
さ
れ
な
い
、
長
期
的

　
に
安
定
し
た
制
度
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。 

②
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決

　
め
ら
れ
ま
す

　
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７

　
０
０
０
円
ま
で
、
千
円
単

　
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま

　
す
。
金
額
の
変
更
も
自
由

　
で
す
。 

③
80
歳
ま
で
の
保
障
が
付
い

　
た
終
身
年
金
で
す

　
年
金
は
生
涯
受
給
で
き
ま

　
す
。
ま
た
、
仮
に
80
歳
前

　
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、

　
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は

　
ず
の
額
の
現
在
価
値
に
相

　
当
す
る
額
を
死
亡
一
時
金

　
と
し
て
遺
族
が
受
け
取
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
農
業
委
員
会

（
産
業
観
光
課
）

　
☎
内
線
３
３
２

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
は
、

誰
で
も
許
可
さ
れ
た
ル
ー
ル

の
範
囲
内
で
自
由
に
複
製
・

加
工
や
頒
布
な
ど
が
で
き
る

デ
ー
タ
を
言
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
聞
く

と
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
実
は
私
た
ち
の

生
活
を
支
え
る
基
盤
に
既
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
講
演
で
は
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
の
現
状
や
そ
の
活
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
町
民

の
皆
様
に
町
長
自
ら
丁
寧
に

説
明
し
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
町
が

ど
う
変
わ
る
の
か
。
ど
ん
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま

れ
る
の
か
。
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◇
日
時
　

　
２
月
16
日
㈮

　
午
後
６
時
か
ら
午
後
８
時

◇
場
所

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
義
室

◇
対
象
　

　
町
内
在
住
・
在
勤

◇
講
師
　

　
真
鶴
町
長
　
小
林
　
伸
行

◇
テ
ー
マ

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
変
わ

　
る
行
政

◇
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
政
策
推
進
課
　

　
☎
内
線
３
１
１

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号 広報真鶴　2024年２月号
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倶
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業
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年
金
に
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ま
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ん
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光
ガ
イ
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オ
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プ
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デ
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催
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フ
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ス
ク
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不
登
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相
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連

　載

ま
な
ぶ
る

工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ま
な
ぶ
る
」
は
、
「
大
人

も
子
供
も
自
然
で
遊
ぼ
う
・

学
ぼ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
遊

び
場
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
荒
井
城
址
公
園
の
竹
や
木

の
枝
を
使
っ
て
、
み
ん
な
で

工
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
大

人
か
ら
子
供
ま
で
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
程

　

　
２
月
18
日
㈰

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①
要
予
約

　
間
引
い
た
竹
を
使
っ
て
楽

　
器
「
チ
ク
リ
ン
」
を
つ
く

　
ろ
う
！

　
午
前
の
回
：
10
時
～
11
時
半

　
午
後
の
回
：
13
時
～
14
時
半

　
講
師
：
ア
ラ
カ
リ
大
輔
さ
ん

（
ア
フ
リ
カ
系
Ⅾ
Ⅰ
Ｙ
ア
ー
　

　
テ
ィ
ス
ト
）

　
参
加
費
：
５
０
０
円

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②

　
剪
定
さ
れ
た
枝
を
使
っ
て

　
色
鉛
筆
を
つ
く
ろ
う
！

　
10
時
～
15
時
ま
で
随
時

　
参
加
費
：
３
０
０
円

◇
場
所
　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
２
階

　
第
一
会
議
室

◇
主
催
　
ま
な
ぶ
る

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
　

https://forms.gle/UzAn

NvUX42sUiA6Z8

３
月
、
展
望
公
園
で
の
「
ま

な
ぶ
る
青
空
キ
ッ
チ
ン
」
の

開
催
時
に
、
作
っ
た
も
の
を

披
露
す
る
機
会
が
あ
り
ま

す
！
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
お
楽
し

み
に
☆
（
広
報
真
鶴
３
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

真
鶴
歌
声
の
会
　

　
ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴

奏
で
、
唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど

を
元
気
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　２
月
20
日
㈫

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
受
付 

９
時
40
分
～
）

◇
場
所

　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階
講
義
室

◇
会
費

　５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制
・
お
電
話
で

　
真
鶴
歌
声
の
会
ミ
ヤ
ザ
ワ

　
ま
で

☎
０
８
０
・
１
１
３
８
・
５
３
１
７

第
15
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ

れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
月
は
「
耐
震
」
を
学
び

直
し
ま
す
。
第
二
回
勉
強
会

で
も
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
で

す
が
、
今
一
度
ご
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
の
地
震
で
は
、
建
物

の
倒
壊
、
液
状
化
の
被
害
が

目
立
ち
ま
し
た
。
半
島
と
い

う
地
形
か
ら
く
る
制
約
、
過

疎
と
高
齢
化
が
進
行
し
た
古

い
集
落
が
抱
え
る
悩
み
な
ど
、

真
鶴
と
共
通
す
る
箇
所
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
確
実
に
や
っ
て

く
る
巨
大
地
震
に
対
し
て
、

私
た
ち
は
ど
う
向
き
合
っ
て

い
け
ば
い
い
か
は
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
が
、
特
に
「
建

物
の
耐
震
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス

を
当
て
て
勉
強
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
テ
ー
マ

「
建
物
の
耐
震
を
考
え
よ
う
」

◇
日
時
　
２
月
24
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

◇
場
所
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
二
会
議
室

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
協
力
　
藤
井
洋
介

（
一
級
建
築
士
、
住
宅
医
）

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催
　
真
鶴
空
き
家
勉
強

　
会
チ
ー
ム
（
有
志
団
体
）

■
問
い
合
わ
せ

　
０
９
０
・
２
６
３
１
・
９
４ 

　 

１
８
（
藤
井
）

第
11
回
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

◇
開
催
日
時

　３
月
14
日
㈭

　
午
前
８
時
か
ら
受
付

　
午
前
９
時
か
ら
競
技
開
始

◇
会
場

　

　お
林
展
望
公
園
パ
ー
ク
ゴ

　
ル
フ
場

◇
定
員

　64
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切)

◇
参
加
資
格

　
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク

　
ラ
ブ
会
員
お
よ
び
18
歳
以

　
上
の
真
鶴
町
民
の
方

◇
申
込
期
間

　
２
月
15
日
㈭
～
３
月
７
日
㈭

◇
申
込
方
法

　
お
林
展
望
公
園
パ
ー
ク
ゴ

　
ル
フ
場
受
付
に
あ
る
参
加

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
て
申
し
込
み

◇
参
加
費
　
１
０
０
０
円

※

３
月
８
日
㈮
以
降
の
キ
ャ

　
ン
セ
ル
は
、
参
加
費
の
返

　
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク

　
ラ
ブ
副
会
長
　
森
本 

博
美

☎
０
９
０
・
６
１
７
４
・
３
４
６
３

　

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
財
産
・
相
続
・
親

権
・
土
地
・
金
融
な
ど
そ
の

他
法
律
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◇
日
時
　

　
２
月
19
日
㈪

①
午
前
10
時
～
10
時
40
分

②
午
前
10
時
50
分
～
11
時
30
分

◇
事
前
予
約
制
　

　
先
着
２
件

（
１
件
40
分
間
）

※

真
鶴
町
在
住
で
今
ま
で
に

　
こ
の
相
談
会
を
利
用
し
た

　
こ
と
が
な
い
方

◇
申
込
方
法

　
２
月
２
日
㈮
～
８
日
㈭
の

　
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時
15
分
ま
で
の
間
に

　
電
話
ま
た
は
窓
口
へ
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
68
・
３
３
１
３

　
12
月
７
日
㈭
に
第
10
回
真

鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
10
回
と
い
う
節
目
に
あ

た
る
記
念
大
会
に
は
40
名
が

参
加
し
、
開
会
式
と
始
球
式

に
は
小
林
伸
行
町
長
と
天
野

雅
樹
議
員
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　

【
大
会
結
果
】

・
男
性
の
部
　

　
１
位
　
森
本
博
美
　

　
２
位
　
髙
橋
静
雄
　

　
３
位
　
佐
藤
永
久

・
女
性
の
部
　

　
１
位
　
木
村
香
代
　

　
２
位
　
天
野
恵
子
　

　
３
位
　
北
村
み
ゑ
子

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課

　
☎
内
線
３
３
４

◇
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

　
２
月
21
日
㈬

　
午
前
９
時
～
11
時

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健
福

　祉
相
談

　
２
月
８
日
㈭
、
20
日
㈫
、

　
22
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
２
月
８
日
㈭
、
３
月
１
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
２
月
22
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
32
・
８
０
０
０

（
療
育
歯
科
相
談
）

　
内
線
３
２
３
９

（
そ
の
他
の
相
談
と
検
査
）

　
内
線
３
２
４
７

※

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
ぐ
り
公
園
で
遊
ぼ
う
＆

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
つ
く
ろ
う
！

　
通
称
「
ど
ん
ぐ
り
公
園
」
と

呼
ば
れ
る
ち
び
っ
こ
広
場
を
楽

し
い
場
所
に
す
る
活
動
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
12
月
に
皆
で

実
の
な
る
木
を
植
え
、
小
松
石

を
活
用
し
た
花
壇
も
つ
く
り
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
公
園
で
遊
ぶ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
公
園
の

面
白
さ
や
魅
力
を
発
見
し
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
つ
く
る
話
し
合

い
を
行
い
ま
す
。
落
ち
葉
が
多

い
公
園
で
の
堆
肥
場
づ
く
り
、

樹
木
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
等
々
。

公
園
の
作
り
直
し
に
つ
い
て
も

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
３
月

に
「
で
き
る
こ
と
」
か
ら
実
行

す
る
予
定
で
す
。

◇
日
時

　２
月
25
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時

◇
内
容

①
公
園
遊
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

②
公
園
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
話
し

　
合
い

◇
場
所

①
午
後
１
時
～
２
時

　
大
ヶ
窪
ち
び
っ
こ
広
場

（
真
鶴
字
大
ヶ
窪
１
６
４—

３

　
先
）

②
午
後
２
時
～
４
時

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
堂

◇
参
加
費

　無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催

　Eureka

パ
ー
ク
ま
な
づ
る

◇
持
ち
物

　

　
水
筒
・
タ
オ
ル
・
軍
手

（
あ
れ
ば
）

◇
そ
の
他
　

・
雨
天
の
場
合
は
①
②
共
に
町

　
民
セ
ン
タ
ー
（
講
堂
）
で
開

　
催
し
ま
す
。

・
「
エ
ウ
リ
カ
パ
ー
ク
・
ミ
ニ

　
ノ
ー
ト
」
を
お
持
ち
の
方
は
、

　
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　☎
０
９
０
・
７
２
０
８
・

　
　
２
４
３
５
（
石
田
）

楽器「チクリン」枝の色鉛筆

インスタグラム

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
会
の
お
知
ら
せ

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号 広報真鶴　2024年２月号

第
10
回
真
鶴
町
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査
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連

　載

ま
な
ぶ
る

工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ま
な
ぶ
る
」
は
、
「
大
人

も
子
供
も
自
然
で
遊
ぼ
う
・

学
ぼ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
遊

び
場
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
荒
井
城
址
公
園
の
竹
や
木

の
枝
を
使
っ
て
、
み
ん
な
で

工
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
大

人
か
ら
子
供
ま
で
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
程

　

　
２
月
18
日
㈰

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①
要
予
約

　
間
引
い
た
竹
を
使
っ
て
楽

　
器
「
チ
ク
リ
ン
」
を
つ
く

　
ろ
う
！

　
午
前
の
回
：
10
時
～
11
時
半

　
午
後
の
回
：
13
時
～
14
時
半

　
講
師
：
ア
ラ
カ
リ
大
輔
さ
ん

（
ア
フ
リ
カ
系
Ⅾ
Ⅰ
Ｙ
ア
ー
　

　
テ
ィ
ス
ト
）

　
参
加
費
：
５
０
０
円

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②

　
剪
定
さ
れ
た
枝
を
使
っ
て

　
色
鉛
筆
を
つ
く
ろ
う
！

　
10
時
～
15
時
ま
で
随
時

　
参
加
費
：
３
０
０
円

◇
場
所
　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
２
階

　
第
一
会
議
室

◇
主
催
　
ま
な
ぶ
る

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
　

https://forms.gle/UzAn

NvUX42sUiA6Z8

３
月
、
展
望
公
園
で
の
「
ま

な
ぶ
る
青
空
キ
ッ
チ
ン
」
の

開
催
時
に
、
作
っ
た
も
の
を

披
露
す
る
機
会
が
あ
り
ま

す
！
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
お
楽
し

み
に
☆
（
広
報
真
鶴
３
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

真
鶴
歌
声
の
会
　

　
ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴

奏
で
、
唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど

を
元
気
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　２
月
20
日
㈫

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
受
付 

９
時
40
分
～
）

◇
場
所

　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階
講
義
室

◇
会
費

　５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制
・
お
電
話
で

　
真
鶴
歌
声
の
会
ミ
ヤ
ザ
ワ

　
ま
で

☎
０
８
０
・
１
１
３
８
・
５
３
１
７

第
15
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ

れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
月
は
「
耐
震
」
を
学
び

直
し
ま
す
。
第
二
回
勉
強
会

で
も
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
で

す
が
、
今
一
度
ご
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
の
地
震
で
は
、
建
物

の
倒
壊
、
液
状
化
の
被
害
が

目
立
ち
ま
し
た
。
半
島
と
い

う
地
形
か
ら
く
る
制
約
、
過

疎
と
高
齢
化
が
進
行
し
た
古

い
集
落
が
抱
え
る
悩
み
な
ど
、

真
鶴
と
共
通
す
る
箇
所
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
確
実
に
や
っ
て

く
る
巨
大
地
震
に
対
し
て
、

私
た
ち
は
ど
う
向
き
合
っ
て

い
け
ば
い
い
か
は
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
が
、
特
に
「
建

物
の
耐
震
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス

を
当
て
て
勉
強
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
テ
ー
マ

「
建
物
の
耐
震
を
考
え
よ
う
」

◇
日
時
　
２
月
24
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

◇
場
所
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
二
会
議
室

◇
参
加
費
　
５
０
０
円

◇
協
力
　
藤
井
洋
介

（
一
級
建
築
士
、
住
宅
医
）

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催
　
真
鶴
空
き
家
勉
強

　
会
チ
ー
ム
（
有
志
団
体
）

■
問
い
合
わ
せ

　
０
９
０
・
２
６
３
１
・
９
４ 

　 

１
８
（
藤
井
）

第
11
回
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

◇
開
催
日
時

　３
月
14
日
㈭

　
午
前
８
時
か
ら
受
付

　
午
前
９
時
か
ら
競
技
開
始

◇
会
場

　

　お
林
展
望
公
園
パ
ー
ク
ゴ

　
ル
フ
場

◇
定
員

　64
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切)

◇
参
加
資
格

　
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク

　
ラ
ブ
会
員
お
よ
び
18
歳
以

　
上
の
真
鶴
町
民
の
方

◇
申
込
期
間

　
２
月
15
日
㈭
～
３
月
７
日
㈭

◇
申
込
方
法

　
お
林
展
望
公
園
パ
ー
ク
ゴ

　
ル
フ
場
受
付
に
あ
る
参
加

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
て
申
し
込
み

◇
参
加
費
　
１
０
０
０
円

※

３
月
８
日
㈮
以
降
の
キ
ャ

　
ン
セ
ル
は
、
参
加
費
の
返

　
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク

　
ラ
ブ
副
会
長
　
森
本 

博
美

☎
０
９
０
・
６
１
７
４
・
３
４
６
３

　

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
財
産
・
相
続
・
親

権
・
土
地
・
金
融
な
ど
そ
の

他
法
律
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◇
日
時
　

　
２
月
19
日
㈪

①
午
前
10
時
～
10
時
40
分

②
午
前
10
時
50
分
～
11
時
30
分

◇
事
前
予
約
制
　

　
先
着
２
件

（
１
件
40
分
間
）

※

真
鶴
町
在
住
で
今
ま
で
に

　
こ
の
相
談
会
を
利
用
し
た

　
こ
と
が
な
い
方

◇
申
込
方
法

　
２
月
２
日
㈮
～
８
日
㈭
の

　
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時
15
分
ま
で
の
間
に

　
電
話
ま
た
は
窓
口
へ
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
真
鶴
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
68
・
３
３
１
３

　
12
月
７
日
㈭
に
第
10
回
真

鶴
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
10
回
と
い
う
節
目
に
あ

た
る
記
念
大
会
に
は
40
名
が

参
加
し
、
開
会
式
と
始
球
式

に
は
小
林
伸
行
町
長
と
天
野

雅
樹
議
員
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　

【
大
会
結
果
】

・
男
性
の
部
　

　
１
位
　
森
本
博
美
　

　
２
位
　
髙
橋
静
雄
　

　
３
位
　
佐
藤
永
久

・
女
性
の
部
　

　
１
位
　
木
村
香
代
　

　
２
位
　
天
野
恵
子
　

　
３
位
　
北
村
み
ゑ
子

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課

　
☎
内
線
３
３
４

◇
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

　
２
月
21
日
㈬

　
午
前
９
時
～
11
時

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健
福

　祉
相
談

　
２
月
８
日
㈭
、
20
日
㈫
、

　
22
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
２
月
８
日
㈭
、
３
月
１
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
２
月
22
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
32
・
８
０
０
０

（
療
育
歯
科
相
談
）

　
内
線
３
２
３
９

（
そ
の
他
の
相
談
と
検
査
）

　
内
線
３
２
４
７

※

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
ぐ
り
公
園
で
遊
ぼ
う
＆

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
つ
く
ろ
う
！

　
通
称
「
ど
ん
ぐ
り
公
園
」
と

呼
ば
れ
る
ち
び
っ
こ
広
場
を
楽

し
い
場
所
に
す
る
活
動
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
12
月
に
皆
で

実
の
な
る
木
を
植
え
、
小
松
石

を
活
用
し
た
花
壇
も
つ
く
り
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
公
園
で
遊
ぶ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
公
園
の

面
白
さ
や
魅
力
を
発
見
し
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
つ
く
る
話
し
合

い
を
行
い
ま
す
。
落
ち
葉
が
多

い
公
園
で
の
堆
肥
場
づ
く
り
、

樹
木
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
等
々
。

公
園
の
作
り
直
し
に
つ
い
て
も

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
３
月

に
「
で
き
る
こ
と
」
か
ら
実
行

す
る
予
定
で
す
。

◇
日
時

　２
月
25
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時

◇
内
容

①
公
園
遊
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

②
公
園
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
話
し

　
合
い

◇
場
所

①
午
後
１
時
～
２
時

　
大
ヶ
窪
ち
び
っ
こ
広
場

（
真
鶴
字
大
ヶ
窪
１
６
４—

３

　
先
）

②
午
後
２
時
～
４
時

　
真
鶴
町
民
セ
ン
タ
ー
３
階

　
講
堂

◇
参
加
費

　無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催

　Eureka

パ
ー
ク
ま
な
づ
る

◇
持
ち
物

　

　
水
筒
・
タ
オ
ル
・
軍
手

（
あ
れ
ば
）

◇
そ
の
他
　

・
雨
天
の
場
合
は
①
②
共
に
町

　
民
セ
ン
タ
ー
（
講
堂
）
で
開

　
催
し
ま
す
。

・
「
エ
ウ
リ
カ
パ
ー
ク
・
ミ
ニ

　
ノ
ー
ト
」
を
お
持
ち
の
方
は
、

　
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　☎
０
９
０
・
７
２
０
８
・

　
　
２
４
３
５
（
石
田
）

楽器「チクリン」枝の色鉛筆

インスタグラム

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
会
の
お
知
ら
せ

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年２月号 広報真鶴　2024年２月号

第
10
回
真
鶴
町
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査
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お
誕
生

お
悔
や
み

※
12
月
１
日
～
12
月
31
日
受
付
分
の
掲
載
了
承
者

　
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

公共施設２月の休館

まなづる図書館まなづる図書館 ☎６８-６３２６☎６８-６３２６

真鶴地域情報センター真鶴地域情報センター

町民センター町民センター ☎内線４４０☎内線４４０

☎６８-１１１１☎６８-１１１１

角
打
ち
に
賑
う
町
の
新
酒
か
な 

英

　一

か
ら
か
ら
と
冬
の
音
す
る
駅
舎
か
な 

千
恵
子

山
茶
花
に
日
の
差
し
て
い
る
母
の
郷 

せ
つ
子

人
生
に
栞
は
さ
ん
で
去
年
今
年

　
　
　
　

  

　珠

　絵

年
明
け
も
老
老
介
護
続
き
お
り

　
　
　
　比
左
子

未
だ
残
る
白
き
満
月
冬
の
朝

　
　
　
　
　都
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翠

　明

広
宣
と
暖
廉
守
り
て
三
代
城

　
　
　
　
　

   

江

被
災
地
に
オ
リ
オ
ン
輝
け
道
し
る
べ

　
　文

　子

便
利
さ
は
怠
惰
を
生
む
ら
し
読
み
得
る
も
書
き
得
ぬ

漢
字
け
ふ
も
増
え
を
り

　
　
　
　
　

         

河
村
温
恵

古
本
に
混
じ
る
写
真
の
一
枚
に
想
ひ
重
ね
て
背
筋
を
伸

ば
す

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　

       

　
　

   

青
木
智
子

完
熟
の
酢
橘
を
煮
込
み
ジ
ャ
ム
に
せ
り
重
な
る
味
は
恋

に
も
似
た
る

　
　
　
　
　
　

                     

神
田
眞
三 

衣
食
住
に
不
足
は
あ
ら
ね
曇
る
日
は
老
の
心
も
挫
じ

け
む
と
す
る

　
　

                                

清
海
テ
イ
子

子
守
歌
の
流
る
る
夜
を
人
質
の
一
部
開
放
の
ニ
ュ
ー
ス

が
疾
る

　

                                               

新
田
禎
子

街
角
に
行
き
会
ひ
に
け
る
幼
友
暮
れ
ゆ
く
街
に
指
切

り
な
ど
す

　

                                        
　湯
川
律
子

少
な
か
ら
ず
生
き
の
世
に
わ
が
か
か
は
り
し
義
姉
に

掌
合
は
す
高
空
の
下

　
　

                         

田
所
仙
子

夕
ぐ
れ
を
机
の
上
に
背
伸
び
し
て
わ
れ
を
待
つ
ら
し

「
み
か
ん
」と
い
ふ
猫

　

           

　
　
　
　
　竹
林
初
江      

夕
つ
日
に
映
ゆ
る
は
赤
き
富
士
ケ
嶺
か
施
設
の
窓
に

母
も
見
る
ら
む

　
　
　

                        

中
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を
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わ
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像
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　温
井
松
代

　１日(木)※まなづる図書館のみ休館
　５日(月)、13日(火)、19日(月)、26日(月)

ヘ
コ

の 
 

れ
ん

す
だ
ち

　５日(月)、12日(月)、19日(月)、26日(月)

OSU
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ラ
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め

な

さ

投
稿
内
容
・
お
名
前
・
連
絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
、

前
月
５
日
ま
で
に
役
場
政
策
推
進
課
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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こ
が
ら
し

さ
と

こ
が
ら
し

地図で読み解く　日本の島
長嶋  俊介/監修

新 着 本

◆広告募集！　問い合わせは、政策推進課　戦略推進係　☎内線３１２

　島国日本のポテンシャルを知ろう！日

本の島に関する全55トピックを地図を

使ってビジュアル解説。それぞれの地形、

交通、歴史、産業、文化がみえてくる。

《一般書》

■迷彩の男　　　　　　　　  安堂　ホセ/著

■なれのはて　　　　　　　  加藤　シゲアキ/著

■ともぐい　　　　　　　　　河﨑　秋子/著

■襷がけの二人　　　　　　　嶋津　輝/著

■八月の御所グラウンド　　　万城目　学/著

■星を編む　　 　　　　　　 凪良　ゆう/著　

■黒い絵　　　　　　　　　  原田　マハ/著

■地図で読み解く　日本の島　長嶋　俊介/著

■扉の向う側　　　　　　　　ヤマザキ　マリ/著

■安いニッポンからワーホリ！上阪　徹/著　　　

■「サイバーセキュリティ、マジわからん」

   と思ったときに読む本　　 大久保　隆夫/著
　　

《児童書》

■パンダ　おかおたいそう　いりやま　さとし/著

■とびません　　　　　　　大塚　健太/作,

                             柴田　ケイコ/絵

■橋の上で                  湯本　香樹実/文,

                             酒井　駒子/絵

■くるまのなかには？　　　石橋　真樹子/さく

■10このちいさなおもちゃのあひる

　エリック・カール/作,くどう　なおこ/訳

■どうぶつでんしゃ　　　　西村　敏雄/著

■のりかえでーす　　　　　平田　景/さく

15時
まで

土曜）午後３時まで受診可

読まなくなった本や雑誌等、
少しでも出張買い取りします！

全国古書籍商組合連合会加盟

レコード、ＣＤ、ＤＶＤ、古写真、観光土産の絵葉書や
雑貨なども歓迎！処分する前にご相談下さい。

真鶴１８９３ー２１　加藤
電話　０９０ -９６７９ -１７８２

小田原百貨店　真鶴店

営業時間：午前９時から午後８時まで　※変更の場合あり

真鶴町真鶴２９４-３　　　０４６５-６９-１８８８

22日は棚卸しのためお休みいたします。

3日(土)10日(土)15日(木)24(土)　優待５倍デー

定休日：22日(木)

うに清スタッフ募集
勤務内容：・厨房係（洗い場ほか）
　　　　　・お座敷係
勤務時間：午前９時～午後５時
　　　　　※応相談（平日または土日だけでも勤務可能）
時　　給：平日1,112円　土日・祝日1,390円
問い合わせ　真鶴町真鶴１１６１－７
　　　　　　　０４６５-６８-１２７６

磯の味

学生さん、大歓迎！

今 月 の お す す め

詳細は、役場政策推進課へ

広報に広告を掲載しませんか？

施設・店舗に関する情報やスタッフ募集

など、掲載内容については町役場まで

お気軽にご相談ください！

☎内線３１２

　広告募集

※１月から､随時入っています｡
  便利なインターネット予約をご利用ください｡
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町の位置：東経139度8分14秒、北緯35度9分30秒（国土地理院より）
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今 月 の 納 期人口と世帯 令和６年１月１日現在
(住民基本台帳法による)

 男  3,127（－  ６  ）

 女 3,583（－  ３  )

 計 6,710（－  ９  ）

世帯 3,400（＋  １ ）
（    ）内は前月比 ※税金などのお支払いは、口座振替を

　ご利用ください。

可燃ごみ収集量

12月収集量 約148ｔ　累計 約1,316ｔ

昨年12月分 約150ｔ　累計 約1,361ｔ

ごみの分別にご協力をお願いします

前年度比較　　３．３％ 減　

土

月

月

日

日

月

火

住民相談/10:00～15:00/町民センター

水

木

木

金

土

木

金

土

日

体操倶楽部（2グループ）/10:00～11:30/町民センター

運動倶楽部（1グループ）/10:00～11:30

/町民センター

水月

火

水

月

火

木

金

新聞・雑紙

新聞・雑紙

固 定 資 産 税 （ ４期分） ２月29日
国民健康保険税　（11期分） ２月29日
介 護 保 険 料 （11期分） ２月29日
後期高齢者医療保険料　（ ８期分） ２月29日
上 下 水 道 料 （ ２月分） ２月29日

夜間急患問い合わせ／湯河原消防署（℡60-0119）
湯河原消防署真鶴分署（℡68-3661）

可燃物

ビン・ペットボトル

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

カ ン

ぼうさい まなづる　防災行政無線自動応答テレホンサービス
℡０４６５-６９-１８９０（通話料有料）

粗大･不燃物

可燃物

粗大･不燃物ビン・ペットボトル

布・ダンボール･紙パック

可燃物

可燃物

可燃物

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患当番医／町立診療所(℡68-2191）
受付時間9：30～16：00／調剤：セイジョー薬局真鶴店

営業時間9：00～17：00

カ ン

休日・急患当番医／朝倉医院(℡68-0700）
受付時間9：30～16：00

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡47-0823）
受付時間8：30～15：30

可燃物
生き活き健康相談/9:30～11:30/町民センター

★子ども安全の日★

2 月

親子教室/10:00～11:30/町民センター

★子ども安全の日★

★子ども安全の日★

★子ども安全の日★

★中川一政美術館町民無料デー★

公益社団法人コスモス成年後見サポートセンター小田原西地区無料相談会
/13:00～15:00/町民センター

真鶴なぶら市/10:00～13:00/真鶴港岸壁広場

★真鶴町 家庭の日★

育児セミナー/10:00～11:30/町民センター

★中川一政美術館町民無料デー★

教育を語り合う会/9:30～11:30/町民センター

真鶴半島健康マラソン

おもちゃ病院/11:30～12:00/町民センター

すくすく子育て相談/予約制/町民センター

1歳6か月、3歳児健診/13:00～13:20/町民センター

お達者教室（いちごグループ）/10:00～11:15

/町民センター

★中川一政美術館町民無料デー★

出張福祉相談会/10:00～12:00/町民センター

マイナンバーカード申請・交付窓口/9:00～17:00/役場１階


